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⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢

─
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
代
表
⽜
楊
砥
中
伝
（
前
篇
）
─

吉

開

将

人

一
、
は
じ
め
に（

⚑
）

筆
者
は
数
年
前
、⽛
苗
族
史
の
近
代
⽜
と
題
す
る
一
連
の
論
文
を
発
表
し
、
近
代
中
国
に
お
け
る
民
族
論
の
変
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
（
⚒
）。

お
も
に
注
目
し
た
の
は
、⽛
西
南
中
国
（
⚓
）⽜
に
暮
ら
す
非
漢
族
（
以
下
⽛
西
南
民
族
（
⚔
）⽜）
の
一
つ
、
苗ミ

ャ
オ

族
に
関
す
る
歴
史
言
説
で
あ
っ
た
。
近

代
学
術
史
・
思
想
史
研
究
の
関
心
か
ら
、
他
者
（
日
本
人
東
洋
学
者
・
漢
族
知
識
人
）
と
自
己
（
苗
族
知
識
人
）
が
二
十
世
紀
の
歴
史
を

通
じ
て
い
か
な
る
苗
族
史
を
語
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
中
国
史
の
中
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
し
、
近

代
中
国
に
お
け
る
民
族
論
の
複
雑
な
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
基
礎
の
上
に
、
こ
の
問
題
が
現
今

の
中
国
民
族
主
義
思
想
の
形
成
に
も
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
中
国
民
族
問
題
の
隠
れ
た
焦
点
の
一
つ
と
し
て
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今
日
ま
で
伏
流
し
て
い
る
こ
と
に
も
説
き
及
ん
だ
（
⚕
）。

し
か
し
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
特
に
苗
族
史
論
の
形
成
に
つ
い
て
分
析
す
る
中
で
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
の
は
、
過
去
に
苗
族
た
ち
が
置
か
れ
て
い
た
社
会
状
況
、
ま
た
そ
の
背
景
と
し
て

の
各
種
制
度
・
政
策
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
歴
史
的
現
実
に
目
を
向
け
る
こ
と
な
く
、

一
部
の
言
説
だ
け
を
切
り
取
っ
て
学
術
史
・
思
想
史
を
論
じ
る
の
は
、
机
上
の
空
論
に
等
し
く
、

無
意
味
な
作
業
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、⽛
苗
族
史
の
近
代
⽜
と
題
す
る
一
連
の
論
文
も
、
書
き
進
め
る
中
で
方
向
性
が
少

し
ず
つ
変
わ
り
、
一
九
四
九
年
ま
で
の
苗
族
史
論
を
当
時
の
苗
族
た
ち
が
置
か
れ
て
い
た
現
実

を
中
心
に
論
じ
る
に
及
ん
で
、
一
旦
擱
筆
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
以
後
、
筆
者
は
、
二

十
世
紀
中
国
に
お
い
て
各
種
の
⽛
覚
醒
⽜
を
経
験
し
た
苗
族
・
彝イ

族
な
ど
、
当
時
⽛
苗
民
⽜⽛
夷

人
⽜な
ど
と
呼
ば
れ
、⽛
夷
苗
⽜と
総
称
さ
れ
て
い
た
西
南
民
族
の
中
の
多
様
な
エ
リ
ー
ト
層（
以

下
⽛
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
（
⚖
）⽜）
の
動
向
と
彼
ら
が
実
際
に
身
を
置
い
て
い
た
社
会
の
実
態
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
制
度
や
政
策
と
関
連
付

け
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
、
研
究
の
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
⚗
）。

関
心
転
換
の
直
接
の
契
機
は
、
前
述
の
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
⽜
の
執
筆
過
程
で
、
戦
中
戦
後
期
（
一
九
三
七
～
四
九
年
、
以
下
⽛
民

国
晩
期
（
⚘
）⽜）
が
西
南
民
族
に
対
し
て
持
っ
た
歴
史
的
意
義
に
注
目
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
、
苗
族
以
外
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
の
問
題

に
ま
で
関
心
を
広
げ
た
結
果
、
当
時
⽛
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
代
表
⽜
と
自
称
し
て
朝
野
に
活
発
な
動
き
を
見
せ
た
楊
砥
中
【
写
真
⚑
・
⚒
】

と
い
う
人
物
の
存
在
に
、
特
に
注
目
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
（
⚙
）。

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
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写真 2 楊砥中肖像
（中華人民共和国）

写真 1 楊砥中肖像
（1946 年）



と
こ
ろ
が
管
見
の
限
り
、
楊
砥
中
夫
人
の
戴
瓊
京
の
略
伝
は
存
在
す
る
が
（
10
）、
楊
砥
中
本
人

に
つ
い
て
の
伝
記
や
専
論
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
研
究
を
進
め
る
中
で
、
楊
砥
中
に

関
連
す
る
史
料
が
次
々
と
見
つ
か
り
、
ま
た
現
地
貴
州
・
雲
南
で
の
関
連
史
跡
の
調
査
や
、

関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の
過
程
で
、
彼
に
関
す
る
史
実
が
次
第
に
明
ら
か
と
な
っ
て

い
っ
た
。
楊
砥
中
が
、
貴
州
西
北
部
の
伝
統
的
有
力
一
族
の
構
成
員
で
、
郷
里
で
は
軍
閥
支

配
・
紅
軍
⽛
長
征
⽜
に
よ
る
社
会
不
安
の
中
で
祖
業
を
守
ろ
う
と
す
る
も
結
局
郷
里
を
離
れ
、

日
中
戦
争
（
以
下
⽛
抗
戦
⽜）・
憲
政
・
第
二
次
国
共
内
戦
（
以
下
⽛
内
戦
⽜）
の
時
代
を
好
機

と
し
て
と
ら
え
、
自
ら
の
血
縁
・
地
縁
を
拠
り
所
に
、
民
国
晩
期
の
中
国
で
省
籍
・
民
族
区

分
を
越
え
た
西
南
民
族
の
戦
略
的
な
連
携
（
以
下
⽛
連
帯
⽜）
を
図
り
、
そ
の
領
袖
と
し
て
時

代
の
寵
児
と
な
っ
た
人
物
【
写
真
⚓
・
⚔
】
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
ま
ず
は
そ
の
前
半
生
部
分
に
つ
い
て
基
本
的
な
事
実
を
考
証
し
、
問
題
点
を
考

察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、⽛
楊
砥
中
と
民
国
晩
期
の
西
南
中
国
⽜
と
題
す
る
小
論
（
以
下

⽛
旧
稿
⽜）
を
発
表
し
た
（
11
）。
そ
し
て
旧
稿
発
表
後
、
さ
ら
に
楊
砥
中
に
つ
い
て
史
料
探
索
を
継

続
し
、
中
華
人
民
共
和
国
が
建
国
さ
れ
た
一
九
四
九
年
以
後
（
以
下
⽛
建
国
後
⽜）、
彼
の
後

半
生
の
活
動
の
舞
台
と
な
っ
た
四
川
省
で
の
現
地
調
査
を
進
め
、
二
十
世
紀
前
半
を
通
じ
た

彼
の
人
物
像
に
つ
い
て
あ
る
程
度
、
全
体
的
な
見
通
し
を
得
る
に
至
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ

で
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
に
中
国
の
研
究
者
、
温
春
来
氏
に
よ
っ
て
楊
砥
中
に
関
す
る
新
た

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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写真 4 ⽛川康夷族観光団向国民政府
主席蔣中正献旗⽜（画面右端が楊砥
中、中央奥が蔣介石、1948 年）

写真 3 ⽛国民政府主席蔣中正与川康
夷族観光団合影⽜（画面最前列右端が
楊砥中、右から⚔人目が蔣介石、
1948 年）



な
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
12
）。
温
春
来
氏
の
新
論
は
筆
者
の
旧
稿
と
重
複
す
る
議
論
が
多
く
、
相
互
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
温
氏
の
議
論
で
は
、
国
外
発
表
の
筆
者
旧
稿
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
中
国
国
内
の
幾
つ
か
の
重
要
な
関
連
研
究
の
成

果
が
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
さ
れ
て
い
る
個
別
の
史
料
の
考
証
（
史
料
批
判
）
に
つ
い
て
も
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
ま

た
、
温
氏
の
新
論
で
は
筆
者
未
注
目
の
新
史
料
が
幾
つ
か
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
議
論
の
中
に
は
参
考
に
す
べ
き
新
た
な
論
点
も

含
ま
れ
る
が
、
一
方
で
基
本
的
な
史
実
で
あ
り
な
が
ら
見
落
と
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
意
図
的
に
そ
れ
に
関
連
す
る
議
論
が
避
け
ら
れ
た
論

点
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

筆
者
に
よ
る
調
査
と
研
究
は
な
お
も
継
続
中
だ
が
、
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
旧
稿
を
下
敷
き
に
新
稿
を
改
め
て
用
意
す
る
必
要
性
を

感
ず
る
に
至
っ
た
。
旧
稿
で
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
後
半
生
部
分
も
含
め
、
一
九
四
九
年
を
跨
い
だ
楊
砥
中
の
人
生
全
体
に
つ

い
て
、
可
能
な
限
り
体
系
的
に
史
実
を
提
示
し
、
歴
史
的
な
議
論
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
研
究
動
向
と
問
題
の
所
在

⑴
歴
史
学

二
十
世
紀
前
半
の
辺
境
非
漢
族
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
日
本
の
歴
史
学
界
で
、
満
洲
・
蒙
古
・
新
疆
な
ど
の
地
域
を
対
象
と

す
る
研
究
が
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
る
（
13
）。
と
こ
ろ
が
、
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
武
内
房
司
氏
と
上
野
稔
弘
氏
の
業
績
の
よ
う
に
、

清
末
と
一
九
四
九
年
以
後
に
関
し
て
は
幾
つ
か
の
研
究
が
あ
る
が
（
14
）、
民
国
期
に
関
す
る
専
論
は
、
西
康
（
現
四
川
省
西
部
）
チ
ベ
ッ
ト
人

（
康カ

ム

巴パ

、
以
下
⽛
カ
ム
パ
⽜）
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
検
討
し
た
平
野
聡
・
阿
部
治
平
・
小
林
亮
介
氏
の
業
績
（
15
）を
見
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
以

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢

─ 4─



外
に
は
、
地
域
史
・
民
族
概
説
・
民
族
政
策
史
の
一
部
、
も
し
く
は
文
化
人
類
学
者
が
現
地
調
査
の
成
果
の
一
環
と
し
て
言
及
す
る
も
の

が
あ
る
に
過
ぎ
ず
（
16
）、
一
九
四
九
年
を
跨
い
で
二
十
世
紀
前
半
を
通
観
し
た
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。

北
米
の
学
界
に
つ
い
て
も
、
人
類
学
・
歴
史
学
的
研
究
は
西
南
民
族
に
つ
い
て
広
汎
に
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
世
紀

前
半
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
の
専
論
は
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ン
（
M
elvyn
C.Goldstein）
氏
に
よ
る
カ
ム
パ
エ
リ
ー
ト
に
関

す
る
業
績
（
17
）以
外
に
見
ら
れ
な
い
。

台
湾
の
学
界
で
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、
日
本
や
北
米
と
同
じ
く
、
二
十
世
紀
前
半
の
満
洲
・
蒙
古
・
新
疆
・
チ
ベ
ッ
ト
本
土
な
ど
他
地

域
の
非
漢
族
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
は
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
西
南
中
国
に
つ
い
て
は
、
林
孝
庭
氏
に
よ
る
カ
ム
パ
エ
リ
ー
ト
に

関
す
る
業
績
以
外
に
は
、
民
国
政
府
に
よ
る
学
術
・
民
族
政
策
と
の
関
連
で
苗
族
エ
リ
ー
ト
に
言
及
し
た
王
明
珂
・
謝
幸
𦀪
氏
の
業
績
、

お
よ
び
抗
戦
・
内
戦
と
傣
族
エ
リ
ー
ト
と
の
関
係
を
扱
っ
た
呉
啓
訥
氏
の
業
績
（
18
）が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
一
九
四
九
年
を
跨
い
で
二
十
世
紀

前
半
を
通
観
し
た
研
究
は
、
や
は
り
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
中
国
国
内
に
お
い
て
は
、
近
代
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
を
主
題
に
し
た
歴
史
学
的
研
究
が
早
く
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
（
19
）。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
四
九
年
を
跨
ぐ
時
期
の
歴
史
は
国
共
両
政
権
の
二
つ
の
異
な
る
時
代
に
関
係
す
る
た
め
、
中
国
国
内
で
は
前
後
切

り
離
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
（
以
下
⽛
中
共
⽜）
が
こ
の
時
期
の
非
漢
族
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る

の
は
、⽛
反
封
建
⽜⽛
反
帝
抗
日
愛
国
⽜⽛
統
一
戦
線
⽜、
あ
る
い
は
そ
の
対
極
と
し
て
の
⽛
民
主
改
革
⽜⽛
帝
国
主
義
走
狗
⽜⽛
剿
匪
⽜
と
い

う
、
両
極
端
な
政
治
性
を
持
つ
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
た
め
中
国
国
内
で
は
研
究
に
つ
い
て
も
、
一
九
四
九
年
以
前
の
⽛
反
封
建
⽜

と
い
う
文
脈
で
行
わ
れ
る
も
の
と
、
一
九
四
九
年
以
後
の
⽛
民
主
改
革
⽜
と
い
う
文
脈
で
行
わ
れ
る
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
目
的
を
も
っ

て
世
に
出
さ
れ
て
い
る
。
近
代
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
関
す
る
優
れ
た
研
究
と
し
て
、
雲
南
に
つ
い
て
は
潘
先
林
氏
の
業
績
、
四
川
に

北
大
文
学
研
究
科
紀
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つ
い
て
は
秦
和
平
氏
の
業
績
が
あ
る
が
（
20
）、
と
も
に
実
際
は
一
九
四
九
年
を
跨
い
で
生
き
た
人
物
を
扱
っ
て
い
な
が
ら
、
前
者
は
一
九
四
九

年
以
後
を
、
後
者
は
一
九
四
九
年
以
前
を
、
検
討
対
象
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
中
国
国
内
で
は
、
中
共
側
の
人
物
や
後
に
名
誉
回
復
さ
れ
た
人
物
の
事
績
、
あ
る
い
は
そ
の
関
連
事
件
以
外
に
は
、
歴
史
的

に
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
な
か
で
も
、
建
国
初
期
に
実
施
さ
れ
て
今
日
に
至
る
ま
で
禍
根
を
残
す
問
題
（⽛
剿
匪
闘
争
〔
剿
匪
〕⽜⽛
鎮

圧
反
革
命
〔
鎮
反
〕⽜⽛
土
地
改
革
〔
土
改
〕⽜⽛
民
主
改
革
〔
民
革
〕⽜
な
ど
）
に
直
結
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
特
に
慎
重
で
、
こ
れ
ら
に
関

係
し
た
人
物
を
歴
史
的
に
客
観
視
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
、
最
近
ま
で
皆
無
と
言
う
べ
き
状
況
で
あ
っ
た
。
歴
史
学
界
に
お
け
る
上
記
の

状
況
は
、
そ
れ
を
反
映
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
一
方
で
、
近
年
に
な
り
、
歴
史
学
界
に
も
新
た
な
動
き
が
現
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
後
、⽛
革
命
史
観
⽜
の
呪
縛
か
ら
解

き
放
た
れ
る
中
で
（
21
）、
従
来
は
批
判
の
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
蔣
介
石
の
事
績
や
国
民
党
・
国
民
政
府
に
よ
る
政
策
と
成
果
を
客
観
視
し
よ

う
と
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
た
ち
ま
ち
民
国
史
ブ
ー
ム
と
い
う
べ
き
学
術
状
況
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
当
時
の
辺

疆
の
動
向
に
歴
史
学
的
関
心
を
寄
せ
る
中
堅
・
若
手
研
究
者
た
ち
が
相
次
い
で
現
れ
、
馬
玉
華
・
婁
貴
品
・
伊
利
貴
・
楊
思
機
・
趙
崢
氏

ら
に
よ
っ
て
、
カ
ム
パ
以
外
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
つ
い
て
も
、
優
れ
た
業
績
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
22
）。
そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、
丁
寧
な
史
料
分
析
を
通
じ
て
実
証
的
に
史
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
学
ぶ
べ
き
と
こ

ろ
が
少
な
く
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
中
国
国
内
の
最
近
の
歴
史
学
的
研
究
成
果
に
も
、
以
下
の
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。

第
一
に
、
そ
れ
ら
は
各
事
例
を
分
析
す
る
際
に
、
国
民
党
政
権
の
⽛
同
化
⽜（
内
地
化
）
政
策
と
い
う
特
徴
を
重
視
し
、
一
九
四
九
年
以

後
の
中
共
民
族
政
策
と
の
対
比
を
図
る
と
い
う
議
論
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
の
中
の
幾
つ
か
の
研
究
成
果
は
、

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
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当
時
、
そ
の
⽛
同
化
⽜
政
策
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
中
で
省
籍
や
民
族
区
分
を
越
え
た
不
満
の
共
有
や
連
帯
が

顕
在
化
し
た
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
23
）、
中
国
国
内
の
研
究
者
た
ち
は
、
特
定
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
（
族
群
）

あ
る
い
は
特
定
地
域
の
み
を
分
析
対
象
と
し
て
、
自
ら
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
禁
欲
的
に
そ
れ
を
単
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
観
点
か

ら
分
析
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
論
考
は
、
従
来
の
諸
研
究
と
同
様
に
、
一
九
四
九
年
を
も
っ
て
思
考
を
停
止
し
て
い
る
。
ご
く

最
近
に
な
り
、
民
国
期
の
西
南
民
族
の
動
向
を
政
策
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
と
ら
え
、
ま
た
抗
戦
ま
で
を
論
じ
て
筆
を
擱
く
の
で
は
な
く
、

憲
政
・
内
戦
、
延
い
て
は
一
九
四
九
年
以
後
の
展
開
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
全
体
で
一
連
の
問
題
と
し
て
検
討
す
る
試
み
と
し
て
、
趙
崢

氏
ら
の
優
れ
た
業
績
が
現
れ
て
い
る
（
24
）。
し
か
し
、や
は
り
分
析
対
象
は
特
定
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
あ
る
い
は
特
定
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、

少
な
く
と
も
西
南
民
族
全
体
の
広
汎
な
⽛
民
族
運
動
⽜
を
論
ず
る
方
向
に
は
展
開
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

⑵
歴
史
人
類
学

で
は
、
歴
史
学
の
枠
を
超
え
て
中
国
の
学
界
動
向
を
俯
瞰
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
近
年
の
中
国
国
内
に
お
い
て
、
伝
統
的
な

歴
史
学
分
野
の
外
で
新
た
な
研
究
状
況
が
現
れ
始
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
類
学
的
関
心
に
よ
る
歴
史
を
遡
上
す
る
試
み
（
歴
史
人
類

学
）
に
お
け
る
、
幾
つ
か
の
優
れ
た
関
連
業
績
の
出
現
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
以
後
、
主
に
香
港
・
福
建
・
広
東
な
ど
の
東
南
中
国
の
地
域
に
お
い
て
、
中
国
社
会
経
済
史
と
社
会
人
類
学
の
分
野
で

学
際
的
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
後
に
⽛
華
南
研
究
⽜
を
掲
げ
る
一
群
の
研
究
者
た
ち
（
以
下
⽛
華
南
学
派
⽜）
が
、
東
南
中

国
の
漢
族
社
会
を
主
な
対
象
と
し
て
、
地
方
文
書
・
文
献
史
料
を
積
極
的
に
用
い
な
が
ら
社
会
人
類
学
的
課
題
に
取
り
組
む
、
あ
る
い
は

北
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社
会
人
類
学
的
関
心
で
地
方
文
書
・
文
献
史
料
を
積
極
的
に
用
い
る
と
い
う
動
き
が
、
顕
著
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
25
）。

ほ
ぼ
同
時
期
、
社
会
・
文
化
人
類
学
分
野
、
民
族
学
（
民
族
史
）
分
野
の
研
究
者
の
間
で
は
、
構
築
主
義
的
思
考
が
流
行
し
て
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
や
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
歴
史
性
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
西
南
民
族
の
研
究
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
係
で
そ
の
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
歴
史
性
を
論
じ
る
と
い
う
研
究
手
法
が
、
北
米
・
台
湾
・
香
港
に
始
ま
り
、

日
本
に
も
現
れ
、
張
兆
和
・
王
明
珂
・
楊
志
強
氏
ら
の
業
績
（
26
）を
通
じ
て
大
陸
へ
と
波
及
し
た
の
で
あ
る
。

西
南
中
国
は
、
東
南
中
国
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
地
方
志
・
族
譜
な
ど
の
非
漢
族
に
関
す
る
地
方
文
献
が
比
較
的
多
く
残
る
地
域
で
あ
る
。

一
方
で
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
歴
史
性
に
関
す
る
研
究
は
特
定
の
個
人
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
地
域
の
微
視
的
分
析
に
重
点
を
置
き
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
既
存
の
歴
史
的
枠
組
み
に
踏
み
込
む
こ
と
や
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
が
回
避
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
従
来

は
抹
殺
さ
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
見
落
と
さ
れ
て
き
た
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
人
生
史
）
を
扱
う
歴
史
人
類
学
的

業
績
が
、
中
国
国
内
の
社
会
・
文
化
人
類
学
、
民
族
学
（
民
族
史
）
分
野
の
中
堅
・
若
手
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
次
々
と
発
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
27
）。

冒
頭
で
紹
介
し
た
温
春
来
氏
の
研
究
は
、
歴
史
人
類
学
に
お
け
る
こ
の
二
つ
の
潮
流
が
、
交
差
し
た
と
こ
ろ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
成
果

と
言
え
る
。

以
上
の
歴
史
人
類
学
的
業
績
の
研
究
手
法
と
し
て
の
特
徴
は
、
現
地
調
査
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）
を
重
視
す
る
こ
と
、
お
よ
び
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
関
心
の
強
さ
の
二
点
に
あ
る
。

彼
ら
は
自
ら
が
持
つ
有
利
な
研
究
条
件
を
活
用
し
、
辺
境
に
赴
い
て
現
地
調
査
を
進
め
、
当
事
者
も
し
く
は
関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
、
そ
れ
を
口
述
史
料
と
し
て
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
復
元
に
活
用
す
る
。
そ
こ
に
は
文
字
史
料
に
は
残
ら
な
い
情
報
も
多
く
含

⽛
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ま
れ
、
一
九
四
九
年
を
跨
ぐ
時
期
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
動
向
に
関
し
て
も
、
歴
史
の
狭
間
に
埋
も
れ
て
き
た
史
実
の
発
掘
に
成

功
し
て
い
る
成
果
も
少
な
く
な
い
（
28
）。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
歴
史
人
類
学
的
研
究
は
、
い
ず
れ
も
歴
史
を
扱
い
な
が
ら
も
、
現
地
調
査
や
口
述
史
を
重
視
す
る
一
方
で
、
文
字

史
料
そ
の
も
の
に
対
す
る
考
証
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
口
述
史
と
文
字
史
料
と
の
関
係

性
や
、
文
字
史
料
相
互
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
史
料
考
証
は
省
略
さ
れ
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
細
か
な
時
系
列
的
展
開
や
、
同
時
代
の

歴
史
的
展
開
と
の
関
連
性
は
十
分
に
検
討
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
史
料
か
ら
浮
か
び
上
が
る
個
人
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
関
心
か
ら
大
い
に
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
史
料

の
背
後
に
あ
る
政
治
的
制
度
や
社
会
的
脈
絡
が
掘
り
下
げ
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
革
命
・
抗
戦
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
多
く
の
頁
を
割
い
て
議
論
が
な
さ
れ
る
が
、
複
雑
な
歴
史
的
背
景
や
細
か
な
制
度
に
対
す
る
理
解
が
分

析
の
前
提
と
な
る
紅
軍
⽛
長
征
⽜、
戦
後
憲
政
、
内
戦
な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
掘
り
下
げ
た
議
論
が
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
（
29
）。

⑶
小
結
─
兼
論
史
料
問
題

以
上
、
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
関
す
る
研
究
動
向
と
問
題
点
を
ま
と
め
た
。

先
述
の
中
国
国
内
歴
史
学
界
に
お
け
る
問
題
点
は
、
一
九
四
九
年
を
跨
ぐ
時
期
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
の
歴
史
が
、
そ
も
そ
も
問
題
設

定
と
し
て
中
国
国
内
に
お
い
て
は
政
治
的
に
き
わ
め
て
⽛
敏
感
⽜
な
課
題
で
あ
り
、
歴
史
学
的
な
議
論
の
対
象
と
は
な
り
得
な
い
こ
と
に

起
因
し
て
い
る
。
研
究
動
向
か
ら
帰
納
さ
れ
る
の
は
、（
一
）⽛
同
化
⽜
政
策
と
し
て
批
判
（
あ
る
い
は
評
価
）
さ
れ
て
き
た
国
民
党
政
権

の
民
族
政
策
が
も
た
ら
し
た
現
実
的
状
況
の
多
様
さ
を
当
時
の
民
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
実
態
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、（
二
）
今
日
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的
な
民
族
区
分
を
相
対
化
し
て
当
時
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
同
時
代
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
中
で
各
種
問
題
の
再
分
析
を
試
み

る
こ
と
、（
三
）
省
籍
や
今
日
的
民
族
区
分
に
拘
泥
せ
ず
に
、
そ
れ
を
越
え
た
連
帯
の
動
き
に
目
を
向
け
る
こ
と
、（
四
）
以
上
三
点
に
つ

い
て
⽛
自
粛
⽜
す
る
こ
と
な
く
一
九
四
九
年
を
跨
ぐ
視
点
で
歴
史
的
に
一
連
の
も
の
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
、
以
上
四
つ
の
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
中
国
の
体
制
外
に
身
を
置
く
我
々
に
、
解
明
が
一
任
さ
れ
た
研
究
課
題
な
の
で
あ
る
。

楊
砥
中
は
、
ま
さ
に
国
民
党
政
権
の
民
族
政
策
を
利
用
し
て
社
会
上
昇
を
実
現
し
、
今
日
的
な
細
分
さ
れ
た
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
は
異
な
る
、
省
籍
や
民
族
区
分
を
越
え
た
西
南
民
族
全
体
の
連
帯
を
模
索
し
て
、
一
九
四
九
年
（
西
南
中
国
で
は
一
九
五
〇
年
）
を
跨

い
で
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
上
記
の
研
究
動
向
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
問
題
の
所
在
を
認
識
し
た
上
で
、
積
極
的
に
研
究
を
試
み
る
必
要
が
あ

る
。一

方
、
上
述
し
た
歴
史
人
類
学
に
お
け
る
課
題
は
、（
一
）
文
献
史
料
と
並
ん
で
現
地
調
査
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
史
料
そ
の
も
の
に

対
す
る
考
証
を
十
分
に
行
う
こ
と
、（
二
）
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ
る
制
度
・
政
策
な
ど
に
対
し
て
関
心
を
向

け
る
こ
と
、
以
上
二
つ
で
あ
る
が
、
我
々
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
前
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
は
研
究
上
の
⽛
自
粛
⽜

を
避
け
ら
れ
る
代
わ
り
に
、
史
料
調
査
を
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
現
実
的
に
は
実
現
が
難
し
い
の
で
あ
る
。

本
課
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、
中
国
国
内
の
地
方
各
地
に
所
蔵
さ
れ
る
檔
案
（
文
書
）
史
料
が
最
も
基
礎
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

各
種
制
限
が
強
化
さ
れ
る
中
で
、
外
国
人
研
究
者
と
し
て
そ
の
利
用
は
今
日
も
は
や
不
可
能
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
中
国
国
内
の
研

究
者
の
協
力
も
期
待
す
べ
き
で
は
な
い
（
30
）。

そ
こ
で
、
今
回
本
稿
に
お
い
て
試
み
る
の
は
、
近
年
公
開
が
進
ん
だ
台
湾
所
蔵
の
民
国
檔
案
を
基
礎
と
し
、
中
国
国
内
で
刊
行
さ
れ
た

各
種
史
料
中
の
記
事
を
網
羅
的
に
収
集
し
て
徹
底
的
な
史
料
考
証
を
加
え
、民
国
檔
案
と
断
片
的
記
事
と
の
整
合
利
用
を
図
る
と
い
う⽛
戦
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略
⽜
で
あ
る
。
特
に
積
極
的
に
利
用
す
る
の
は
、
中
国
国
内
で
主
に
⽛
文
史
資
料
⽜
と
い
う
扱
い
で
刊
行
・
発
表
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
、

党
員
も
し
く
は
党
外
人
士
と
し
て
の
本
人
・
関
係
者
に
よ
る
回
顧
録
、
地
方
当
局
各
レ
ベ
ル
刊
行
の
各
種
⽛
党
史
⽜⽛
地
方
志
⽜⽛
戦
史
⽜、

お
よ
び
一
九
五
〇
年
代
の
⽛
少
数
民
族
社
会
歴
史
調
査
⽜
な
ど
の
⽛
民
族
誌
⽜
で
あ
る
。

⽛
文
史
資
料
⽜
は
口
述
史
料
の
一
種
と
言
え
る
が
、
中
共
に
対
す
る
自
己
弁
護
の
目
的
意
識
の
下
で
書
か
れ
た
も
の
が
多
い
の
で
、
記
述

を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、⽛
党
史
⽜⽛
地
方
志
⽜⽛
戦
史
⽜
な
ど
の
各
種
史
料
中
の
断
片
的
な
記
事
や
、
台
湾
所

蔵
の
民
国
檔
案
の
記
述
を
、
緻
密
に
対
比
し
、
丹
念
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
採
用
す
べ
き
⽛
記
憶
⽜
と
、
切
り
捨
て
る
べ
き
あ
る
い
は
読

み
替
え
る
べ
き
⽛
記
憶
⽜
を
区
別
し
、
史
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
日
の
中
国
国
内
で
は
、
中
共
側
の
人
物
や
後
に
名
誉
回
復
さ
れ
た
人
物
の
事
績
、
あ
る
い
は
そ
の

関
連
事
件
以
外
に
は
、
こ
の
時
期
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
歴
史
的
に
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
、
中
国
国
内
で
刊
行

さ
れ
て
い
る
⽛
党
史
⽜⽛
地
方
志
⽜⽛
戦
史
⽜
な
ど
の
各
種
史
料
を
丁
寧
に
見
て
み
る
と
、
そ
れ
以
外
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、

紅
軍
が
敵
対
し
た
⽛
土
豪
劣
紳
⽜、
民
主
改
革
で
打
倒
さ
れ
た
⽛
封
建
勢
力
⽜
と
し
て
登
場
し
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
付
く
の

で
あ
る
。

一
方
で
、
西
南
中
国
に
対
し
て
⽛
同
化
⽜
主
義
を
と
っ
て
い
た
民
国
政
府
は
、
檔
案
中
で
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
言
及
す
る
場
合
、
そ

の
民
族
帰
属
に
必
ず
し
も
言
及
し
な
い
。
ま
た
中
国
国
内
で
⽛
党
史
⽜⽛
戦
史
⽜
で
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
言
及
す
る
場
合
も
、
そ
の
民
族

帰
属
に
は
言
及
し
な
い
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
国
内
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
⽛
民
族
識
別
⽜
の
成
果
を
そ
れ
以
前
の

過
去
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
て
歴
史
を
記
述
す
る
こ
と
が
慣
例
で
あ
り
、
通
常
⽛
文
史
⽜⽛
地
方
志
⽜⽛
民
族
誌
⽜
な
ど
で
一
九
四
九
年
以

前
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
言
及
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
民
族
区
分
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
過
去
に
向
け
た
⽛
民
族
識
別
⽜
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の
記
述
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
問
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
そ
れ
を
手
掛
か
り
と
す
る
こ
と
で
、
民

国
檔
案
、⽛
党
史
⽜⽛
戦
史
⽜
な
ど
の
中
の
、
一
読
し
た
だ
け
で
は
無
関
係
に
見
え
る
記
事
が
、
実
際
は
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
の
動
向
を
示

す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

中
国
国
内
の
雑
多
な
史
料
の
断
片
的
な
記
事
を
網
羅
的
に
収
集
し
、
文
言
に
対
す
る
徹
底
的
な
史
料
考
証
を
進
め
、
台
湾
所
蔵
の
民
国

檔
案
の
記
述
と
の
比
較
検
証
に
基
づ
い
て
客
観
的
史
実
を
確
定
さ
せ
る
の
は
、
き
わ
め
て
地
道
な
作
業
で
あ
り
、
正
直
に
言
え
ば
、
労
が

多
い
割
に
得
る
も
の
は
少
な
い
。
し
か
し
、
新
た
な
研
究
動
向
が
生
ま
れ
、
優
れ
た
研
究
者
た
ち
が
着
手
し
、
問
題
と
し
て
あ
る
程
度
ま

で
熟
成
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
ら
か
に
現
実
的
制
約
の
た
め
に
中
国
国
内
の
歴
史
学
者
た
ち
は
新
た
な
史
料
の
発
掘
を
断
念

し
、
史
実
の
解
明
を
意
図
的
に
避
け
て
い
る
。
ま
た
問
題
関
心
が
異
な
る
た
め
に
、
歴
史
人
類
学
者
た
ち
に
よ
る
緻
密
な
史
料
考
証
に
基

づ
く
議
論
も
期
待
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
一
九
四
九
年
を
跨
い
で
生
き
た
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
歴
史
的

に
検
討
す
る
こ
と
は
、
中
国
の
体
制
外
に
身
を
置
き
、
非
漢
族
社
会
に
対
し
て
歴
史
的
な
関
心
を
持
つ
我
々
に
し
か
で
き
な
い
、
そ
し
て

是
非
と
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研
究
な
の
で
あ
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
楊
砥
中
に
つ
い
て
は
、
夫
人
の
略
伝
は
存
在
す
る
が
、
本
人
に
つ
い
て
の
専
論
は
、
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や

く
筆
者
に
よ
る
旧
稿
と
温
春
来
氏
の
新
た
な
論
考
が
現
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
な
お
も
研
究
の
余
地
を
大
き
く
残
す
。
以
上
の
問
題
意
識
と
研

究
戦
略
に
基
づ
い
て
、
以
下
で
検
討
を
試
み
て
い
き
た
い
。
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三
、
郷
里
に
お
け
る
楊
砥
中
─
家
族
史
と
社
会
的
地
位

⑴
家
族
史

楊
砥
中
は
、
現
在
の
民
族
区
分
で
言
え
ば
彝
族
、
一
九
四
九
年
以
前
は
⽛
夷
⽜
と
呼
ば
れ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
有
力
氏
族
の
一
つ
の

奢
氏
を
祖
先
と
す
る
且
蘭
瓦
沙
楊
氏
（
以
下
⽛
且
蘭
楊
氏
⽜）
の
末
裔
と
し
て
、
自
ら
を
位
置
付
け
て
い
る
（
31
）。
奢
氏
は
、
今
日
の
四
川
省
南

部
の
叙
永
県
一
帯
の
統
治
を
元
・
明
朝
に
よ
っ
て
委
任
さ
れ
た
世
襲
の
民
族
首
長
、
す
な
わ
ち
⽛
土
司
⽜
で
あ
り
、
元
代
に
は
永
寧
宣
撫

使
、
明
代
を
通
じ
て
は
永
寧
安
撫
使
・
宣
撫
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
（
32
）。
一
方
、
永
寧
の
南
に
接
す
る
今
日
の
貴
州
省
西
北
部
は
、
彝
族
の

も
う
一
つ
の
有
力
氏
族
、
水
西
安
氏
が
、
明
代
に
は
貴
州
宣
慰
使
、
清
初
に
は
水
西
宣
慰
使
と
し
て
、
広
く
支
配
し
た
地
域
で
あ
っ
た
が
（
33
）、

奢
氏
は
、
明
代
に
水
西
安
氏
土
司
に
嫁
い
だ
奢
香
夫
人
の
故
事
（
34
）に
見
る
よ
う
に
、
早
く
か
ら
貴
州
西
北
部
と
深
い
結
び
付
き
を
持
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
明
末
に
⽛
土
官
⽜
を
⽛
流
官
⽜
に
置
き
替
え
る
⽛
改
土
帰
流
⽜
政
策
に
よ
っ
て
永
寧
土
司
が
廃
さ
れ
る
と
、
奢

氏
の
家
系
の
中
に
は
貴
州
西
北
部
に
発
展
し
た
者
た
ち
が
現
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
今
日
の
貴
州
省
畢
節
地
区
に
お
い
て
土
司
家
系
の
小

地
域
首
長
、
す
な
わ
ち
⽛
土
目
⽜
と
し
て
権
勢
を
獲
得
し
、
地
元
で
は
民
国
末
年
ま
で
そ
の
地
位
を
維
持
し
続
け
た
且
蘭
（
扯
勒
）
楊
氏

一
族
で
あ
っ
た
（
35
）。

楊
砥
中
は
、
こ
の
且
蘭
楊
氏
の
一
員
と
し
て
、
清
朝
最
終
年
の
辛
亥
の
年
、
一
九
一
一
年
に
生
ま
れ
た
（
36
）。
父
親
は
且
蘭
楊
氏
鎮
西
支
派

の
楊
懐
遠
（
号
⽛
建
侯
⽜）
で
⽛
中
靖
⽜
に
居
住
し
、
楊
砥
中
に
は
二
人
の
兄
、
す
な
わ
ち
楊
伯
瑶
（
蔭
春
・
陰
春
、
一
八
九
六
〔
九
四
？
〕

～
一
九
七
二
年
）
と
楊
仲
瑶
（
仲
堯
、
？
～
一
九
三
二
〔
三
三
？
〕
年
）、
お
よ
び
一
人
の
妹
、
す
な
わ
ち
楊
孝
烈
が
い
た
（
37
）。
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楊
懐
遠
の
拠
点
⽛
中
靖
⽜
と
は
旧
大
定
県
の
⽛
中
箐
⽜
の
こ
と
で
あ
り
（
38
）、
今
日
の
畢
節
市
大
方
県
八
堡
郷

中
箐
村
に
相
当
す
る
。
筆
者
に
よ
る
中
箐
村
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、現
中
箐
村
公
所
の
敷
地
が⽛
楊

建
侯
⽜
の
邸
宅
跡
地
で
あ
り
、
当
時
の
邸
宅
の
中
で
、
第
三
進
（
後
堂
）
が
楊
松
楷
、
第
二
進
（
中
堂
）
が

楊
伯
瑶
、
第
一
進
（
前
堂
＝
現
村
公
所
位
置
）
が
楊
建
侯
の
建
築
で
あ
っ
た
と
い
う
（
39
）【
写
真
⚕
】。
且
蘭
楊
氏

中
箐
支
派
の
楊
松
楷
（
発
楷
）
に
は
、
後
嗣
が
い
な
か
っ
た
（
40
）。
そ
の
た
め
に
、
且
蘭
楊
氏
鎮
西
支
派
に
属
す

る
楊
懐
遠
が
、
中
箐
土
目
の
地
位
を
継
承
す
る
に
至
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

楊
砥
中
の
長
兄
楊
伯
瑶
は
、
母
方
の
お
じ
（
叔
父
ま
た
は
伯
父
）
で
あ
る
安
健
（
舜
卿
、⽛
同
盟
会
⽜
初
期

会
員
、
水
西
安
氏
郎
岱
〔
現
貴
州
水
城
県
六
枝
特
区
〕
土
目
）
の
推
薦
に
よ
り
、
第
一
次
国
共
合
作
の
下
に

一
九
二
四
年
広
州
に
創
設
さ
れ
た
黄
埔
軍
官
学
校
の
第
一
期
生
と
し
て
学
ん
だ
。
入
学
当
時
の
彼
の
教
養
は

⽛
漢
字
の
読
み
書
き
は
で
き
る
⽜
程
度
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
41
）。
楊
伯
瑶
は
卒
業
後
、
中
央
の
軍
官
と
し
て
活
躍

す
る
道
は
求
め
ず
、
一
九
二
七
年
に
帰
郷
し
た
（
42
）。
そ
の
後
、
一
九
三
二
年
頃
、
貴
州
軍
（
以
下
⽛
黔
軍
⽜）
旅

長
兼
第
二
（
路
）
司
令
官
宋
醒
に
よ
る
参
謀
長
就
任
の
求
め
に
応
じ
（
43
）、
次
い
で
一
九
三
五
年
頃
に
は
、
中
央

軍
の
貴
陽
綏
靖
公
署
主
任
薛
岳
の
求
め
に
応
じ
、
民
団
（
民
兵
組
織
）
指
揮
官
と
し
て
半
年
間
ほ
ど
任
務
に

就
い
た
と
さ
れ
る
（
44
）。
一
方
、中
共
と
の
関
係
で
も
、⽛
長
征
⽜で
紅
軍
が
貴
州
西
北
部
を
通
過
し
た
際
に
歓
迎
・

支
持
の
姿
勢
を
示
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
功
績
と
建
国
直
後
の
協
力
姿
勢
に
よ
っ
て
、
中
共
政
権
下
で
も
貴
州

省
政
治
協
商
会
議
委
員
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
の
で
あ
る
（
45
）。

一
方
、
次
兄
楊
仲
瑶
は
、
畢
節
家
戛
（
加
嘎
・
佳
戞
、
現
畢
節
市
七
星
関
区
林
口
鎮
新
荘
村
）
土
目
、
且
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蘭
楊
氏
鎮
西
支
派
の
楊
伯
綱
（
爕
遠
？
）
に
後
嗣
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
⽛
堂
弟
⽜（
父

方
従
弟

い
と
こ

）
と
し
て
家
戛
土
目
の
地
位
を
継
承
し
、
家
戛
の
地
を
管
業
（
土
地
経
営
）
し
た
（
46
）。

そ
の
地
に
高
層
の
楼
房
（
新
荘
亭
）
を
築
き
、
自
ら
は
附
近
の
絶
壁
上
の
大
洞
窟
（
三
円
洞
）

に
暮
ら
し
た
と
い
う
（
47
）【
写
真
⚖
・
⚗
】。
し
か
し
一
九
三
二
（
一
九
三
三
年
？
）
年
、
県
政
府

の
糧
款
（
田
賦
）
を
拒
否
し
た
た
め
に
、
貴
州
軍
閥
王
家
烈
配
下
の
猶
禹
九
の
攻
撃
を
受
け

て
殺
害
さ
れ
た
（
48
）。
そ
の
死
を
う
け
て
、
家
戛
は
兄
の
中
箐
土
目
楊
伯
瑶
が
継
承
し
、
そ
の
結

果
、
楊
伯
瑶
は
大
定
中
箐
と
畢
節
家
戛
を
あ
わ
せ
て
管
業
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
（
49
）。

と
こ
ろ
で
、
生
前
の
楊
仲
瑶
は
、
家
戛
の
北
側
に
隣
接
す
る
大
北
肇
（
以
下
⽛
北
肇
⽜）
の

地（
現
畢
節
市
七
星
関
区
林
口
鎮
坪
壩
村
）も
あ
わ
せ
て
管
業
し
て
い
た
が
、猶
禹
九
に
よ
っ

て
⽛
土
目
官
房
⽜（
衙
門
・
邸
宅
）
が
焼
き
払
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
北
肇
は
、
そ
も
そ
も

且
蘭
楊
氏
大
北
肇
支
派
の
北
肇
土
目
楊
森
枝
（
生
枝
）
の
管
業
地
で
あ
っ
た
が
、
楊
森
枝
に

後
嗣
が
い
な
か
っ
た
た
め
、⽛
堂
弟
⽜（
父
方
従
弟

い
と
こ

）
で
あ
る
且
蘭
楊
氏
小
北
肇
支
派
の
阿
市

（
現
畢
節
市
七
星
関
区
阿
市
苗
族
彝
族
郷
）
土
目
楊
芳
枝
（
舫
巌
・
仿
岩
〔
巌
〕）
が
清
末
に

継
承
し
た
。
そ
の
後
、
楊
芳
枝
と
の
抗
争
の
末
、
家
戛
土
目
の
楊
仲
瑶
が
そ
の
一
半
を
獲
得

す
る
に
至
っ
た
と
い
う
（
50
）。

貴
州
西
北
端
に
位
置
し
、
雲
南
・
四
川
両
省
と
接
す
る
要
衝
の
地
で
あ
る
北
肇
は
【
写
真

⚘
】、
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
歴
史
と
利
権
が
絡
み
合
う
土
地
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
楊
仲
瑶
の
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死
後
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
過
を

明
確
に
記
し
た
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
地
方
志
は
⽛
渭
河
郷
平

壩
村
⽜
所
在
の
⽛
北
肇
山
荘
土
司
荘
園
遺
址
⽜【
写
真
⚙
・
10
】
に
つ
い
て
⽛
楊

底
〔
砥
〕
中
改
建
拡
建
⽜
で
あ
る
と
し
（
51
）、⽛
加
嘎
⽜
の
古
老
は
楊
仲
瑶
の
埋
葬

を
楊
伯
瑶
と
と
も
に
行
っ
た
の
が
⽛
都
里
嘎
⽜
を
管
理
し
て
い
た
⽛
楊
季
瑶
⽜

で
あ
っ
た
と
す
る
（
52
）。⽛
渭
河
郷
平
壩
村
⽜
は
現
林
口
鎮
坪
壩
村
に
相
当
す
る
。

そ
し
て
、⽛
都
里
嘎
⽜
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
⽛
平
壩
大
隊
⽜
治
所
の
隣
村

に
⽛
都
理
戛
⽜
と
い
う
小
地
名
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
地
元
で
は
そ
れ

が
現
坪
壩
村
の
彝
語
古
地
名
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
53
）。
伯
・
仲
・
季
の
長
幼
の
序

列
か
ら
見
て
も
、⽛
楊
季
瑶
⽜
が
楊
砥
中
を
指
す
こ
と
は
疑
い
な
い
。
次
節
以

下
に
見
る
よ
う
に
、楊
砥
中
が
北
肇
を
拠
点
に
し
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

各
種
史
料
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
楊
仲
瑶
の
死
後
、
北
肇
の
地
は
楊
砥
中

に
継
承
さ
れ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
楊
砥
中
の
妻
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
抗
戦
後
に
彼
が
四
川
の

重
慶
で
開
業
・
経
営
し
た
和
豊
銀
行
の
関
係
で
出
会
っ
た
、
四
川
省
成
都
出

身
の
戴
瓊
英
（
満
族
）
で
あ
る
（
54
）。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
雲
南
鎮
雄
県
梭

戛
（
梭
嘎
、
現
雲
南
省
昭
通
市
彝
良
県
龍
街
郷
拖
姑
梅
村
・
梭
嘎
村
）
の
彝
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族
土
目
、
芒
部
野
登
隴
氏
の
隴
維
崧
【
写
真
11
・
12
】
の
次
女
隴
体
智
が
、
楊
砥
中
に
嫁
い
だ

こ
と
を
示
す
史
料
が
存
在
す
る
（
55
）。
隴
維
崧
の
次
男
で
あ
る
隴
体
芳
に
つ
い
て
の
記
述
に
も
、
楊

砥
中
を
⽛
姐
夫
〔
姉
の
夫
〕⽜
と
す
る
も
の
、
ま
た
一
九
四
五
年
八
月
段
階
の
楊
砥
中
の
妻
⽛
楊

太
太
⽜
の
居
住
地
を
⽛
梭
嘎
⽜
と
し
、⽛〔
楊
家
に
と
っ
て
の
〕
舅
舅
〔
母
方
お
じ
〕
隴
体
芳
⽜

と
い
う
表
記
を
す
る
も
の
が
あ
り
（
56
）、
先
の
記
述
と
合
致
す
る
。
坪
壩
村
（
元
大
北
肇
）
で
の
聞

き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
楊
砥
中
の
妻
は
雲
南
梭
戛
の
⽛
隴
姓
⽜
の
女
性
と
重
慶
の
⽛
姫
姓
⽜

の
女
性
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
代
に
彼
の
妻
と
子
供
が
貴
陽
か
ら
一
度
だ
け
現
地
の

様
子
を
見
に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
（
57
）。
地
元
で
の
正
妻
は
隴
体
智
で
、
戴
瓊
英
は
外
地
重

慶
で
娶
っ
た
妻
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
楊
砥
中
の
父
親
で
あ
る
楊
建
侯
（
懐
遠
）
も
、
水
西
安
氏
の
末
裔

で
あ
る
郎
岱
土
目
安
氏
の
娘
を
娶
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
楊
伯
瑶
は
母
方
の
お
じ
で

あ
る
安
健
か
ら
広
州
で
支
援
を
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
58
）。
そ
し
て
楊
伯
瑶
も
、
亡
弟
楊
仲

瑶
の
遺
児
で
あ
る
楊
煥
霞
を
、
畢
節
に
隣
接
す
る
雲
南
鎮
雄
県
坡
頭
（
現
雲
南
省
昭
通

市
鎮
雄
県
坡
頭
鎮
営
上
）
の
彝
族
土
目
、
芒
部
隴
氏
引
芝
堂
支
の
隴
輔
臣
（
世
斌
）
の

十
二
子
隴
徳
超
に
嫁
が
せ
て
い
た
こ
と
が
、
考
証
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
（
59
）。

歴
史
上
、
貴
州
・
雲
南
・
四
川
の
三
省
に
ま
た
が
る
彝
族
エ
リ
ー
ト
家
系
（
土
司
・

土
目
家
）
が
、
歴
史
的
由
緒
と
血
縁
に
よ
る
紐
帯
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
相
互
に
広
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範
な
通
婚
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
民
族
史
研
究
の
成
果
と
し
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
60
）。
今
回
こ
こ
で
考
証
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
近

代
に
至
っ
て
も
血
縁
で
強
く
結
ば
れ
る
と
と
も
に
、
通
婚
に
よ
っ
て
省
籍
を
越
え
た
結
び
付
き
を
維
持
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、楊
砥
中
は
歴
史
的
由
緒
を
基
礎
に
今
日
の
畢
節
地
区
の
各
地
で
土
目
と
し
て
権
勢
を
誇
っ
た
且
蘭
楊
氏
の
構
成
員
で
、兄
弟
そ
ろ
っ

て
貴
州
西
北
部
の
中
箐
・
家
戛
・
北
肇
の
三
地
に
土
地
を
持
つ
大
地
主
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
母
親
の
安
氏
を
介
し
て
貴
州
西
北
部

の
由
緒
あ
る
彝
族
家
系
の
水
西
安
氏
と
、
ま
た
妻
の
隴
体
智
や
姪
の
楊
煥
霞
を
介
し
て
雲
南
東
北
部
の
由
緒
あ
る
彝
族
家
系
の
芒
部
隴
氏

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
親
戚
関
係
で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

兄
の
楊
伯
瑶
に
つ
い
て
、
後
に
彼
を
新
政
権
に
迎
え
入
れ
た
中
共
幹
部
は
、⽛
貴
州
の
畢
節
一
帯
で
名
声
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、〔
隣
接

す
る
〕
雲
南
の
威
信
・
鎮
雄
・
宣
威
〔
三
県
〕
一
帯
に
も
大
き
な
影
響
力
が
あ
っ
た
⽜
と
回
顧
し
て
い
る
（
61
）。
楊
伯
瑶
は
、
管
業
す
る
中
箐
・

家
戛
だ
け
で
は
な
く
、
畢
節
地
区
、
さ
ら
に
は
省
境
を
越
え
て
雲
南
の
彝
族
集
住
地
域
に
ま
で
広
く
名
声
と
権
威
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
中
共
は
彼
を
⽛
統
一
戦
線
（
統
戦
）
工
作
（
62
）⽜、
す
な
わ
ち
党
外
人
士
、
特
に
政
・
財
・
学
界
エ
リ
ー
ト
層
に
対
す
る
組
織
的
懐
柔
工

作
の
対
象
と
見
な
し
、
積
極
的
に
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
彝
族
エ
リ
ー
ト
家
系
特
有
の
人
的
関
係
が
あ
っ

た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
楊
砥
中
も
、
郷
里
で
こ
れ
と
同
様
な
名
声
と
権
威
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

楊
砥
中
の
郷
里
そ
し
て
外
地
で
の
足
跡
・
活
躍
は
、
以
上
の
考
証
で
明
ら
か
に
し
た
彼
の
家
族
史
や
人
的
関
係
を
背
景
と
し
て
、
歴
史

的
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

⑵
基
層
社
会
に
お
け
る
社
会
的
地
位

で
は
、
北
肇
土
目
楊
砥
中
は
、
現
地
社
会
で
ど
れ
ほ
ど
の
実
勢
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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連
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こ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
史
料
は
、
中
共
政
権
の
建
国
間
も
な
い
一
九
五
一
年
に
、
香
港
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
以
下
の
記
事

で
あ
る
。楊

砥
中
は
四
川
・
雲
南
・
貴
州
〔
三
省
に
ま
た
が
る
〕
辺
境
の
〔
貴
州
〕
畢
節
、〔
四
川
〕
古
藺
・
叙
永
、〔
雲
南
〕
威
信
・
鎮
雄
・

昭
通
六
県
の
苗
胞
〔
非
漢
族
〕
の
土
司
で
あ
る
。
楊
氏
は
父
の
業
産
を
継
承
し
て
そ
の
小
地
域
を
統
治
す
る
。
彼
は
地
主
で
、
こ
の

六
県
に
一
千
二
百
頃
、
す
な
わ
ち
十
二
万
畝
〔
約
七
千
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
〕
相
当
の
土
地
を
有
し
、
当
然
大
地
主
で
あ
っ
て
、
佃
戸

九
千
五
百
家
を
有
す
る
の
で
あ
る
（
63
）。

一
九
五
〇
年
の
中
共
関
係
史
料
に
も
⽛
年
収
二
万
石
以
上
的の

大
地
主
⽜
の
典
型
と
し
て
楊
砥
中
を
表
現
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る
（
64
）。
そ
の

一
方
で
、
一
九
五
〇
年
頃
に
な
お
も
三
円
洞
（
家
戛
）
に
暮
ら
し
て
い
た
楊
伯
瑶
が
地
元
の
新
政
権
の
要
請
に
よ
っ
て
納
め
た
糧
食
は
一

万
三
千
斤
（
約
六
・
五
ト
ン
）
余
り
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
ま
た
楊
砥
中
の
親
戚
で
北
肇
の
地
に
隣
接
す
る
雲
南
坡
頭
の
土
目
隴
輔
臣
（
世

斌
）
の
長
子
隴
承
堯
（
徳
華
）
が
収
租
⽛
一
千
九
百
餘
石
⽜
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
65
）。
上
述
の
⽛
六
県
に
一
千
二
百
頃
⽜⽛
年
収
二
万
石
以
上
⽜

の
記
述
は
、⽛
反
共
⽜
決
起
を
期
待
す
る
立
場
、
あ
る
い
は
土
地
改
革
を
目
論
む
立
場
双
方
か
ら
の
、
あ
る
程
度
の
誇
張
を
含
む
も
の
と
し

て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
楊
砥
中
が
相
当
な
大
地
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
彼
は
郷
里
で
ど
の
よ
う
な
日
々
を
過
ご

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
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⽛
悪
覇
⽜
地
主
か
？

楊
砥
中
の
現
地
で
の
様
子
の
一
端
は
、
以
下
の
記
事
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

楊
砥
中
は
⽛〔
貴
州
・
雲
南
・
四
川
〕
三
辺
⽜
に
勢
力
を
持
つ
者
で
あ
り
、
地
元
の
帯
蜀
郷
（
現
坡
頭
一
帯
）
石
里
岩
〔
現
雲
南
省

鎮
雄
県
坡
頭
鎮
石
里
村
〕
の
住
民
劉
金
武
の
訴
状
に
は
、⽛
楊
砥
中
は
、
田
畑
を
力
づ
く
に
占
拠
し
て
、
当
地
の
土
目
と
称
し
、
死
ん

だ
兄
の
楊
仲
瑶
の
行
い
を
踏
襲
し
て
、
北
肇
を
力
づ
く
に
占
拠
し
、
命
知
ら
ず
の
匪
賊
張
世
倫
・
張
金
庭
・
羅
定
安
・
周
欽
・
鄧
樹

雲
た
ち
を
取
り
込
み
、
農
民
の
銃
を
取
り
上
げ
て
、
勝
手
に
武
器
を
蓄
え
、
私
法
を
作
り
、
つ
る
し
上
げ
、
徒
党
を
組
ん
で
悪
事
を

な
し
、
付
け
火
や
殺
人
、
略
奪
誘
拐
す
る
な
ど
、
そ
の
悪
い
所
業
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
北
肇
の
家
々
は
弱
小
で
、

〔
楊
砥
中
の
〕
暴
威
に
対
し
て
訴
え
出
よ
う
と
す
る
者
が
い
ま
せ
ん
⽜
と
あ
る
（
66
）。

こ
れ
は
、
北
肇
の
地
に
隣
接
す
る
雲
南
石
里
岩
の
住
民
に
よ
る
訴
状
を
引
用
す
る
か
た
ち
で
、
鎮
雄
の
党
史
史
料
と
し
て
執
筆
さ
れ
た

記
事
の
一
節
で
あ
り
、
描
写
さ
れ
て
い
る
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
楊
砥
中
が
楊
仲
瑶
の
死
（
一
九
三
二
〔
三
三
〕
年
？
）
を
う
け
て
北
肇

を
継
承
し
た
時
期
の
状
況
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
楊
砥
中
の
権
勢
の
広
が
り
は
、
先
に
見
た
楊
伯
瑶
の
名
声
や
、
香
港

の
新
聞
記
事
に
書
か
れ
た
内
容
と
重
な
る
が
、
そ
の
所
業
は
⽛
悪
覇
⽜
地
主
と
言
う
ほ
か
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
理
解
す
べ

き
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

楊
砥
中
に
つ
い
て
こ
れ
と
対
応
す
る
他
の
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
の
関
連
史
料
と
し
て
、
上
述
し
た
楊
砥
中
の
親
戚
、
雲
南
坡

頭
土
目
の
隴
輔
臣
（
世
斌
）
の
長
子
隴
承
堯
に
関
す
る
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
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隴
承
堯
は
鎮
雄
坡
頭
の
営
上
の
人
で
あ
り
、
父
〔
隴
輔
臣
〕
と
そ
の
弟
た
ち
は
長
年
に
わ
た
っ
て
〔
鎮
雄
の
〕
坡
頭
・
母
享
一
帯

に
盤
踞
し
、
地
元
で
土
地
を
兼
併
し
、
人
民
を
虐
げ
、
あ
ら
ゆ
る
悪
事
を
な
し
て
き
た
。
地
元
の
農
民
は
食
い
詰
め
て
、
ど
う
し
よ

う
も
な
い
状
況
の
中
で
、
や
む
を
得
ず
危
険
を
冒
す
よ
う
に
な
り
、
山
中
に
仲
間
を
集
め
、
富
者
を
打
倒
し
て
貧
民
を
救
っ
た
。
そ

の
た
め
、
母
享
・
坡
頭
の
一
帯
は
、⽛
匪
賊
・
盗
賊
の
巣
窟
、
土
棍
〔
ご
ろ
つ
き
〕
が
身
を
隠
す
土
地
⽜
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
67
）。

こ
の
地
域
一
帯
に
⽛
悪
覇
⽜
が
林
立
し
て
民
衆
を
苦
し
め
、
無
数
の
匪
賊
を
生
み
出
し
、
そ
こ
が
巣
窟
の
地
と
化
し
て
い
た
様
子
を
物

語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
ど
ち
ら
も
漢
人
住
民
の
言
説
で
あ
り
（
68
）、
そ
し
て
と
も
に
雲
南
側
の
史
料
に
見
え
る
記
述
で
あ
る
。
こ

の
当
時
、
楊
砥
中
の
地
元
、
貴
州
畢
節
に
は
、
彼
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
が
あ
り
、
彼
は
実
際
に
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

⽛
徳
政
⽜
地
主
か
？

楊
砥
中
の
土
目
と
し
て
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
は
、
貴
州
側
で
記
さ
れ
た
ま
と

ま
っ
た
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
先
の
訴
状
に
お
い
て
楊
砥
中
の
悪
行
の

先
例
と
名
指
し
さ
れ
た
楊
仲
瑶
に
つ
い
て
は
、
生
前
に
地
元
⽛
大
北
肇
各
界
人
士
⽜

に
よ
っ
て
巨
大
な
顕
彰
碑
（
高
さ
二
・
三
メ
ー
ト
ル
）
が
立
て
ら
れ
て
お
り
【
写
真

13
】、
地
元
で
⽛
徳
政
⽜
を
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
三
〇
年
に
立
て

ら
れ
た⽛
黔
陸
軍
上
校
独
立
大
隊
長
・
畢
節
県
東
里
第
二
区
区
長
楊
公
仲
瑶
徳
政⽛
黔
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辺
保
障
⽜⽜
碑
が
そ
れ
で
あ
る
（
69
）。

も
ち
ろ
ん
顕
彰
碑
が
あ
る
だ
け
で
は
⽛
徳
政
⽜
の
裏
付
け
に
は
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
と
関
連
付
け
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
楊
仲
瑶
お
よ

び
そ
れ
を
継
承
し
た
楊
伯
瑶
の
家
戛
で
の
佃
戸
に
対
す
る
姿
勢
を
示
す
以
下
の
記
事
が
あ
っ
て
、
検
討
に
値
す
る
。

林
口
鎮
の
元
の
鎮
長
で
六
六
歳
、
新
荘
〔
家
戛
の
現
地
名
〕
村
民
の
周
尚
松
…
…
の
話
に
よ
る
と
、⽛
今
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
地

元
の
老
人
は
な
お
も
楊
家
を
⽛
加
嘎
〔
家
戛
〕⽜
家
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
…
…
加
嘎
は
法
規
が
厳
し
く
、
と
て
も
威
厳
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
ら
は
匪
賊
の
首
領
を
捕
え
て
は
斬
首
し
、盗
人
を
捕
え
て
は
耳
を
切
り
落
と
し
、地
元
民
の
楊
定
安
が
加
嘎
家
の
専
業
処
刑
人
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
長
期
に
わ
た
っ
て
、地
元
で
は
夜
も
戸
を
閉
め
ず
、道
に
落
ち
て
い
る
も
の
を
拾
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た〔
と

て
も
治
安
が
良
く
、
社
会
秩
序
が
保
た
れ
て
い
た
〕⽜
と
の
こ
と
（
70
）。

楊
仲
瑶
の
厳
し
い
取
り
締
ま
り
は
、
上
述
の
よ
う
に
匪
賊
が
跋
扈
す
る
と
さ
れ
て
い
た
地
域
に
お
い
て
は
、
家
戛
の
治
安
を
保
障
す
る

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
71
）。

一
方
、
彼
の
兄
、
楊
伯
瑶
に
つ
い
て
は
、
当
時
こ
れ
と
は
ま
た
別
の
側
面
に
お
い
て
、
土
目
と
し
て
佃
戸
と
の
新
た
な
関
係
の
あ
り
方

を
築
い
て
い
た
様
子
が
、
以
下
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

楊
伯
瑶
は
…
…
土
司
制
度
と
長
年
に
わ
た
っ
て
残
さ
れ
て
き
た
古
い
し
き
た
り
や
慣
習
を
廃
止
し
、
今
後
は
鶏
租
・
猪
租
、
お
よ

び
扯
手
銭
（
佃
戸
が
主
人
の
家
の
冠
婚
葬
祭
の
時
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
銭
）
な
ど
を
徴
収
し
な
い
こ
と
、
ま
た
佃
戸
が
国
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に
直
接
糧
賦
を
納
め
、⽛
転
子
⽜（
す
な
わ
ち
二
道
地
主
〔
土
目
と
佃
戸
と
の
間
に
介
在
す
る
漢
人
地
主
〕）
が
納
付
を
代
行
す
る
こ
と

な
く
、
佃
戸
が
直
接
納
め
る
こ
と
を
宣
言
し
、
収
穫
が
良
く
な
い
年
は
佃
戸
に
対
し
て
田
租
の
減
免
を
行
っ
た
。
人
間
関
係
に
お
い

て
は
、
村
人
が
古
い
習
慣
に
よ
っ
て
彼
を
⽛
二
老
爺
⽜
と
呼
ぶ
の
を
や
め
さ
せ
て
、
一
律
、
世
代
や
年
齢
に
照
ら
し
て
伯
・
叔
あ
る

い
は
兄
・
弟
と
呼
ぶ
よ
う
に
し
、
ま
た
佃
戸
が
〔
彼
の
〕
屋
敷
に
来
て
も
立
っ
た
ま
ま
で
座
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
し
き
た
り
を
廃

止
し
、
…
…
さ
ら
に
佃
戸
が
⽛〔
土
目
〕
官
〔
家
〕⽜
老
爺
に
会
う
際
に
は
跪
い
て
挨
拶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
旧
習
も
廃
止

し
た
。
客
が
来
た
ら
、
相
手
の
身
分
や
自
分
と
の
関
係
性
に
よ
っ
て
も
て
な
し
の
程
度
を
変
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
同
じ
飯
と
同
じ
料

理
を
食
べ
た
の
で
あ
る
（
72
）。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
楊
伯
瑶
は
中
共
に
よ
っ
て
⽛
統
戦
工
作
⽜
対
象
の
地
元
名
士
と
し
て
厚
遇
さ
れ
、
政
協
委
員
と
し
て
の
地
位

も
あ
っ
た
の
で
、
中
共
政
権
下
で
書
か
れ
た
記
述
に
つ
い
て
は
慎
重
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
彼
の
弟
で
あ
る
楊
砥
中
に

つ
い
て
、
中
共
政
権
の
外
側
で
一
九
四
九
年
以
前
の
情
報
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
以
下
の
記
事
に
こ
れ
と
関
連
付
け
ら
れ
る
記
述
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

彼
〔
楊
砥
中
〕
本
人
は
彼
の
父
親
の
封
建
的
な
旧
習
に
反
発
し
、
民
主
的
な
郷
鎮
村
寨
□
□
を
建
設
し
た
。
彼
は
地
主
と
佃
戸
が

合
理
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
を
主
張
し
、
す
な
わ
ち
佃
戸
の
佃
租
徴
収
制
度
を
改
善
し
て
、⽛
六
四
租
賦
⽜
を
⽛
五
五
租
賦
⽜
に
改
め

た
の
で
あ
る
（⽛
六
四
租
⽜
と
は
地
主
が
六
割
で
佃
戸
は
わ
ず
か
四
割
、⽛
五
五
租
⽜
と
は
地
主
と
佃
戸
が
折
半
す
る
と
い
う
も
の
で
、

田
賦
は
ど
ち
ら
も
地
主
負
担
）。
こ
の
租
賦
改
革
の
後
、
人
々
は
皆
快
挙
と
称
し
、
は
る
か
彼
方
の
各
県
の
佃
戸
で
彼
の
領
地
に
駆
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け
つ
け
て
佃
戸
と
し
て
耕
す
こ
と
を
求
め
る
者
が
絶
え
な
か
っ
た
（
73
）。

上
述
の
楊
伯
瑶
に
よ
る
租
佃
制
度
や
旧
習
の
改
革
は
、
楊
砥
中
に
関
す
る
こ
の
記
事
と
呼
応
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
民
国
期
の
各
時
期
、
お
よ
び
中
共
政
権
建
国
初
期
の
幾
つ
か
の
史
料
に
は
、
こ
の
地
域
の
⽛
土
司
⽜⽛
彝
族
地
主
⽜
の
土
地
が
、

⽛
押
金
⽜（
押
租
、
保
証
金
）
の
負
担
や
田
租
以
外
の
雑
多
な
負
担
は
存
在
し
た
も
の
の
、
田
租
自
体
の
負
担
は
一
般
的
な
漢
人
地
主
の
土

地
に
比
べ
て
軽
く
、
農
民
が
自
ら
好
ん
で
そ
の
佃
戸
と
な
る
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
も
の
が
あ
る
（
74
）。
そ
れ
は
、
楊
伯
瑶
の
み
な
ら
ず
、

楊
砥
中
に
関
す
る
上
掲
記
事
に
も
説
得
力
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
中
共
政
権
の
建
国
初
期
に
⽛
反
封
建
⽜
の
文
脈
で
書
か
れ
た
史
料
に
⽛
解
放
前
⽜
の
こ
の
地
の
⽛
土
司
⽜
に
よ
る
人
民
か
ら

の
搾
取
を
厳
し
く
批
判
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
の
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。

畢
節
は
多
民
族
が
雑
居
す
る
地
域
で
あ
り
、
…
…
⽛
土
司
⽜・⽛
土
目
⽜・⽛
官
家
⽜
の
搾
取
は
、
聞
い
て
驚
く
ほ
ど
の
程
度
で
あ
っ

た
。
幾
つ
か
の
大
土
司
、
例
え
ば
楊
南
普
・
楊
仿
岩
・
安
伯
朋
・
楊
維
宇
・
楊
必
楼
ら
は
皆
大
量
の
土
地
を
占
有
し
、
多
数
の
佃
戸

を
擁
し
て
い
た
。
彼
ら
が
出
租
〔
小
作
に
出
す
〕
し
た
土
地
は
一
般
的
に
⽛
四
六
分
租
⽜
あ
る
い
は
⽛
三
七
分
租
⽜（
土
司
が
〔
収
穫

の
〕
六
割
あ
る
い
は
七
割
を
得
る
）
で
、
一
、
二
年
ご
と
に
、
換
佃
〔
小
作
再
契
約
〕
を
し
、
そ
の
度
に
⽛
頂
銀
⽜〔
保
証
金
〕
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
し
な
い
と
抽
佃
〔
小
作
契
約
破
棄
〕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
土
司
家
の
冠
婚
葬
祭
の
時
に
は
、
各
佃

戸
は
各
種
の
⽛
分
子
⽜、
例
え
ば
⽛
牛
分
子
⽜・⽛
馬
分
子
⽜・⽛
猪
分
子
⽜・⽛
鶏
分
子
⽜
な
ど
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
各
家

の
佃
戸
が
納
め
る
⽛
分
子
⽜
は
、
佃
租
す
る
土
地
の
多
寡
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
佃
租
す
る
土
地
面
積
が
大
き
け
れ
ば
⽛
牛
分
子
⽜
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あ
る
い
は
⽛
馬
分
子
⽜
を
、
一
般
的
な
ら
ば
⽛
猪
分
子
⽜
を
、
小
さ
け
れ
ば
⽛
鶏
分
子
⽜
あ
る
い
は
⽛
鴨
分
子
⽜
を
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
誰
一
人
と
し
て
免
除
さ
れ
な
か
っ
た
。
各
種
の
⽛
銭
糧
⽜
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
名
目
が
多
か
っ
た
。
川
を
渡
る
に
は
⽛
過

河
銭
⽜
を
、
箕
を
使
っ
て
籾
を
選
り
分
け
る
に
は
⽛
手
糧
銭
⽜
を
、
田
租
の
取
り
立
て
人
に
は
食
事
や
酒
で
も
て
な
す
上
に
⽛
脚
歩

銭
⽜
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
土
司
家
に
死
者
が
出
れ
ば
、
佃
戸
は
⽛
分
子
⽜
を
出
す
以
外
に
、
さ
ら
に
⽛
擡
棺
材
銭
⽜・

⽛
守
墳
銭
⽜
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
各
大
土
司
の
屋
敷
に
は
、
専
ら
佃
戸
を
虐
げ
る
た
め
の
⽛
法
廷
⽜・
刑
具
・

黒
洞
〔
牢
屋
〕
な
ど
が
私
設
さ
れ
、
佃
戸
が
租
子
〔
田
租
〕・⽛
分
子
⽜
を
納
め
な
い
、
あ
る
い
は
土
司
の
考
え
に
従
わ
な
い
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
と
、
罰
を
受
け
、
打
た
れ
、
閉
じ
込
め
ら
れ
、
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
…
…
〔
大
定
県
〕
普
宜
区
公
子
郷
〔
現
畢
節
市

七
星
関
区
阿
市
苗
族
彝
族
郷
公
子
河
村
〕
…
…
全
郷
三
百
八
十
戸
余
り
の
苗
族
人
民
は
、
解
放
前
に
は
全
て
大
土
司
楊
維
宇
の
佃
戸

で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
一
年
間
汗
水
流
し
て
収
穫
し
た
糧
食
は
、
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
田
租
と
官
糧
〔
田
賦
〕
で
消
え
、
そ
れ
で

彼
ら
は
一
年
の
う
ち
大
体
半
年
以
上
は
植
物
の
根
と
木
の
葉
を
食
べ
て
暮
ら
し
、毎
年
餓
死
者
が
出
る
事
態
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
（
75
）。

こ
こ
に
楊
砥
中
兄
弟
の
名
前
は
見
え
な
い
が
、
文
中
の
⽛
楊
仿
岩
⽜
は
、
上
述
の
且
蘭
楊
氏
小
北
肇
支
派
の
阿
市
（
現
畢
節
市
七
星
関

区
阿
市
苗
族
彝
族
郷
阿
市
村
）
土
目
の
楊
芳
枝
（
舫
巌
・
仿
岩
〔
巌
〕）【
写
真
14
・
15
】
の
こ
と
で
あ
り
、⽛
楊
維
宇
⽜
は
、
阿
市
土
目
楊

芳
枝
の
子
で
あ
る
（
76
）。⽛
楊
必
楼
⽜
は
、
鎌
刀
湾
（
現
畢
節
市
七
星
関
区
生
機
鎮
鎌
刀
湾
村
）
の
⽛
土
目
楊
碧
婁
〔
楼
〕⽜（
楊
畢
婁
）、
す
な

わ
ち
楊
光
遠
（
楊
砥
中
兄
弟
の
父
で
あ
る
楊
懐
遠
の
弟
）
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
（
77
）。
楊
南
普
・
安
伯
朋
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
且

蘭
楊
氏
と
水
西
安
氏
と
見
て
お
そ
ら
く
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
楊
砥
中
兄
弟
の
同
族
且
蘭
楊
氏
土
目
、
お
よ
び
そ
の
姻
戚
水

西
安
氏
土
目
の
民
国
期
の
様
子
を
記
録
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
楊
砥
中
兄
弟
と
輩
行
を
同
じ
く
す
る
楊
維
宇
の
名
前
が
見
え
る
か
ら
、
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よ
り
古
い
時
期
の
状
況
を
記
述
し
て
い
る
と
も
考
え
に
く
い
。
楊
伯
瑶
が
中
箐
・
家
戛
を
、
楊
砥
中

が
北
肇
を
継
承
し
た
時
期
の
、
他
土
目
の
様
子
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
整
合
的
に
説
明
す
る
に
は
、民
国
期
の
こ
の
地
域
一
帯
の
土
目
の
管
業
地
に
、田
租
比
率
・

慣
行
な
ど
の
地
主
・
佃
戸
関
係
に
つ
い
て
、
少
な
か
ら
ず
の
相
違
が
現
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
ほ
か

な
い
。
往
時
の
楊
砥
中
邸
宅
（
北
肇
土
目
衙
門
）
は
、
左
右
門
柱
に
⽛
天
宝
琪
璘
⽜⽛
徳
政
佳
深
⽜
と

い
う
対
聯
を
刻
み
（
78
）、⽛
徳
政
⽜
を
誇
示
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
そ
の
文
脈
で
理
解
で
き

る
事
実
か
も
し
れ
な
い
。

⽛
区
長
⽜
と
⽛
土
豪
劣
紳
⽜

楊
砥
中
の
郷
里
で
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
上
で
参
考
に
な
る
の
は
、
楊

仲
瑶
を
顕
彰
し
た
⽛
黔
辺
保
障
⽜
碑
文
に
見
え
る
⽛
区
長
⽜
と
い
う
地
位
で
あ
る
。

実
は
、
楊
砥
中
兄
弟
の
同
族
の
阿
市
土
目
楊
芳
枝
（
上
述
）
に
つ
い
て
も
、
民
国
期
に
区
長
（
第

五
区
〔
区
公
所
は
現
畢
節
市
七
星
関
区
普
宜
鎮
所
在
〕）
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
79
）。
隣
接

す
る
雲
南
省
東
北
部
で
も
、
前
述
の
坡
頭
土
目
隴
輔
臣
が
鎮
雄
県
第
三
区
の
区
長
で
、
そ
の
第
六
子

の
隴
徳
富
（
渭
賢
）
が
第
三
区
区
長
を
歴
任
し
て
い
た
（
80
）。
一
九
三
五
年
頃
の
紅
軍
⽛
長
征
⽜
時
の
記

録
に
も
、
雲
南
省
東
部
の
⽛
村
長
・
区
長
⽜
の
多
く
が
彝
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
81
）。

楊
砥
中
本
人
は
区
長
で
は
な
か
っ
た
が
、彼
ら
歴
史
的
由
緒
を
持
つ
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
の
多
く
が
、
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近
代
を
迎
え
る
中
で
、
区
長
と
い
う
地
位
に
就
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

⽛
区
⽜と
は
、基
層
社
会
と
県
政
府
と
の
間
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
一
九
二
八
年
に
南
京
国
民
政
府
が
発
布
し
た⽛
県
組
織
法
⽜に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
、
新
た
に
全
国
に
施
行
さ
れ
た
地
方
自
治
・
行
政
単
位
で
あ
っ
た
（
82
）。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
清
末
以
前
の
伝
統
中
国
に
お

い
て
は
王
朝
権
力
が
直
接
及
ぶ
の
は
県
城
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
下
の
世
界
に
は
公
的
な
政
府
機
関
は
置
か
れ
ず
、
実
質
的
に
は
地
元
の

郷
紳
た
ち
に
統
治
が
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
清
末
以
後
、
民
国
期
を
通
じ
、
自
治
の
推
進
と
両
輪
で
、
県
よ
り
下
の
基
層
社
会

へ
の
国
家
権
力
の
浸
透
が
模
索
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
過
程
で
県
よ
り
下
の
政
治
空
間
は
⽛
土
豪
劣
紳
⽜
の
利
権
の
場
と
化
し
た
。
民
国

期
の
民
主
派
知
識
人
か
ら
建
国
後
の
中
共
の
政
治
言
説
に
至
る
ま
で
、
多
く
は
そ
の
よ
う
に
批
判
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
（
83
）。

こ
の
問
題
が
歴
史
研
究
に
お
け
る
検
討
課
題
と
な
り
、
客
観
的
な
分
析
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

内
地
の
漢
族
社
会
に
関
す
る
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、
郷
紳
層
没
落
後
の
基
層
社
会
に
お
け
る
権
力
の
⽛
真
空
状
況
⽜
が
、
結
果

的
に
⽛
土
豪
劣
紳
⽜
の
専
横
を
許
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
民
国
期
の
区
長
の
職
も
、
多
く
が
彼
ら
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
た
の
だ
と

い
う
（
84
）。

そ
れ
を
こ
の
地
の
非
漢
族
社
会
に
援
用
す
る
な
ら
、先
に
見
た
よ
う
に
且
蘭
楊
氏
や
芒
部
隴
氏
な
ど
、辺
境
の
土
目
た
ち
の
所
業
が⽛
悪

覇
⽜
地
主
の
振
る
舞
い
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
内
地
と
同
じ
歴
史
的
文
脈
の
中
で
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
佃
戸
と
の
新
し
い
関
係
を
模
索
し
、
ま
た
地
元
で
区
長
の
公
職
を
得
る
者
が
現
れ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
社
会
状
況
の

下
、
伝
統
的
な
⽛
土
司
⽜⽛
土
目
⽜
と
は
異
な
る
新
た
な
名
声
や
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
生
存
維
持
と
社
会
上
昇
を
図
ろ
う
と

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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⑶
小
結

以
上
、
郷
里
に
お
け
る
楊
砥
中
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
彼
の
家
族
史
と
社
会
的
地
位
を
中
心
に
、
断
片
的
な
史
料
を
考
証
し
、
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
で
復
元
を
試
み
た
。
楊
砥
中
に
関
す
る
先
行
研
究
、
す
な
わ
ち
夫
人
に
関
す
る
略
伝
、
筆
者
に
よ
る
旧
稿
、
温
春
来
氏
に
よ

る
新
論
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
楊
砥
中
の
そ
の
後
の
事
績
に
関
心
の
重
心
が
あ
り
、
本
章
で
論
じ
た
部
分
に
つ
い
て
の
史
実
の
解
明
は
、

放
棄
さ
れ
る
か
、
前
置
き
程
度
に
触
れ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
次
章
以
下
で
論
じ
る
よ
う
に
、
彼
が
軍
・
党
・
政
の
各
界
と
接
点
を

持
ち
、
郷
里
を
離
れ
て
外
地
で
活
躍
す
る
の
は
、
こ
の
後
の
話
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
前
提
と
し
て
あ
っ
た
の
は
今
回
論
じ
た
郷
里
で
の

彼
の
社
会
的
地
位
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
も
彼
の
活
動
を
背
面
で
支
え
て
い
く
の
は
彼
特
有
の
家
族
史
に
関
係
す
る
諸
要
素
で
あ
る
。
今

回
あ
え
て
こ
の
部
分
を
深
く
掘
り
下
げ
て
考
察
し
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。

次
に
検
討
す
べ
き
問
題
点
は
、
楊
砥
中
と
郷
里
の
他
者
勢
力
と
の
関
係
で
あ
る
。
長
兄
の
楊
伯
瑶
が
佃
戸
と
の
新
し
い
関
係
を
模
索
し

た
の
は
、
中
国
国
内
に
流
布
す
る
通
説
（
85
）の
よ
う
に
彼
の
⽛
開
明
思
想
⽜
だ
け
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
中
箐
が
漢
人
土
豪
と
結
ん

だ
苗
族
佃
戸
た
ち
と
の
紛
糾
を
抱
え
た
⽛
曰
く
付
き
⽜
の
土
地
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
86
）。
北
肇
に
お
い
て
は
佃
戸
た
ち
の
抗
租
が
乏
し

か
っ
た
こ
と
が
、
先
に
紹
介
し
た
雲
南
鎮
雄
の
訴
状
か
ら
う
か
が
え
る
が
、
地
元
で
の
他
者
勢
力
と
の
関
係
は
楊
砥
中
に
つ
い
て
も
一
考

す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
次
兄
の
楊
仲
瑶
は
家
戛
で
軍
閥
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
。
先
の
⽛
黔
辺
保
障
⽜
碑
文
に
は
楊
仲
瑶
が
⽛
黔
陸
軍
上

校
独
立
大
隊
長
⽜
と
い
う
軍
銜
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま
た
地
元
で
は
彼
が
⽛
楊
指
揮
官
⽜
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
（
87
）。
一
方
、
楊
伯
瑶
に
つ
い
て
も
、⽛
黄
埔
一
期
⽜
で
あ
る
経
歴
か
ら
、
黔
軍
の
参
謀
職
に
就
き
、
ま
た
中
央
軍
に
も
求
め
ら
れ
て

短
期
間
な
が
ら
民
団
指
揮
官
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
彼
ら
は
軍
官
、
民
団
指
揮
官
と
し
て
、
一
体
何
に
対
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峙
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
往
時
の
北
肇
土
目
衙
門
は
、
山
上
に
高
層
の

楼
（
櫓や

ぐ
ら

）
を
設
け
、
糧
倉
や
武
器
庫
を
備

え
た
相
当
な
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
88
）。
し
か
し
現
状
は
、何
も
か
も
が
破
壊
し
尽
く
さ
れ
、

か
つ
て
衙
門
が
あ
っ
た
丘
の
麓
の
民
家
軒
下
に
、
そ
の
残
骸
を
残
す
の
み
で
あ
る
【
写
真
16
・
17
】。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

北
肇
土
目
衙
門
の
最
終
的
な
破
壊
は
中
共
政
権
建
国
後
の
政
治
運
動
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
が
（
89
）、

そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
。
地
方
志
は
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、⽛
地
方
土
司
が
田
地
を
争
奪
し
あ
っ

て
、
絶
え
ず
戦
闘
が
発
生
し
た
た
め
、
荘
園
の
建
築
施
設
も
絶
え
ず
手
が
加
え
ら
れ
、
戦
闘
用
に
絶

え
ず
改
修
が
な
さ
れ
た
。
特
に
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で
の
七
年
間
に
、
楊
氏
は
そ
の
他

の
土
司
と
大
規
模
小
規
模
の
戦
闘
を
何
百
回
も
繰
り
返
し
、
損
傷
が
大
き
か
っ
た
⽜
と
解
説
す
る
（
90
）。

⽛
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で
の
七
年
間
⽜
に
、
楊
砥
中
は
こ
の
地
で
ど
の
よ
う
な
事
態
に
巻

き
込
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
紛
争
の
終
結
は
一
九
四
九
年
で
は
な
く
一
九
四
〇
年
な
の
だ
ろ
う

か
。
そ
し
て
対
峙
し
た
相
手
は
、
本
当
に
⽛
そ
の
他
の
土
司
⽜
だ
け
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
彝
族
社
会
で
は
伝
統
的
に
⽛
冤
家
⽜
と
呼
ば
れ
る
械
闘
の
習
俗
が
あ
り
、

建
国
初
期
ま
で
そ
れ
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
（
91
）。
ま
た
上
述
の
通
り
、
北
肇
の
地
は
、
且
蘭
楊
氏
土

目
間
の
係
争
地
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、楊
砥
中
が
対
峙
し
た
相
手
は
、

そ
れ
ら
⽛
そ
の
他
の
土
司
⽜
よ
り
も
、
む
し
ろ
貴
陽
か
ら
こ
の
地
に
進
駐
し
た
貴
州
軍
閥
で
あ
り
、
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遵
義
を
経
由
し
て
突
然
こ
の
地
に
現
れ
た
紅
軍
で
あ
り
、
ま
た
今
日
で
は
中
共
配
下
の
⽛
游
撃
隊
⽜
と
さ
れ
て
い
る
緑
林
（
漢
人
匪
賊
）

た
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

楊
砥
中
は
結
局
、
軍
閥
、
紅
軍
、
そ
し
て
匪
賊
に
荒
ら
さ
れ
、
治
安
が
悪
化
し
た
故
郷
を
去
る
こ
と
に
な
る
。
省
都
貴
陽
に
出
て
軍
閥

や
地
元
当
局
に
頼
る
選
択
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
郷
里
で
過
ご
し
た
日
々
に
お
け
る
因
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
あ
え
て

党
中
央
・
政
府
中
枢
と
の
接
触
を
試
み
た
彼
は
、
都
会
で
各
地
出
身
の
西
南
民
族
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
と
出
会
い
、
連
帯
し
な
が
ら
、
郷
里

の
現
実
と
西
南
民
族
の
地
位
向
上
を
社
会
に
訴
え
、
一
躍
、
時
代
の
寵
児
と
な
る
の
で
あ
る
。
蔣
介
石
は
、
最
初
は
西
南
軍
閥
に
対
す
る

⽛
楔く

さ
び

⽜
と
し
て
、
最
後
は
迫
り
来
る
共
産
軍
に
対
す
る
⽛
捨
て
石
⽜
と
し
て
彼
を
利
用
し
た
。
し
か
し
、
台
湾
に
渡
ら
な
か
っ
た
楊
砥
中

は
、
そ
の
後
、
中
共
政
権
下
で
新
た
な
人
生
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。〈
以
下
、
続
篇
〉

註
（
⚑
）
本
稿
の
構
想
は
、
拙
稿
⽛
楊
砥
中
と
民
国
晩
期
の
西
南
中
国
─
忘
れ
ら
れ
た
西
南
民
族
の
⽛
領
袖
⽜⽜⽝
北
大
史
学
⽞
五
七
、
札
幌
：
北
大
史
学
会
、
二

〇
一
七
年
、
六
八
～
九
四
頁
（
以
下
⽛
旧
稿
⽜）
に
お
い
て
す
で
に
発
表
済
み
で
あ
り
、
前
半
生
部
分
の
内
容
に
は
少
な
か
ら
ず
旧
稿
と
の
重
複
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。

（
⚒
）
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
一
～
七
）⽜⽝
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
⽞
一
二
四
・
一
二
七
・
一
二
九
・
一
三
〇
・
一
三
一
・
一
三
二
・
一
三
四
、
札
幌
：

同
研
究
科
、
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
一
年
、
二
五
～
五
五
・
八
一
～
一
二
一
・
二
九
～
八
四
・
一
～
六
一
・
一
～
五
一
・
四
九
～
一
三
八
・
一
～
五
五
頁
。
な

お
、
以
上
の
拙
論
に
対
す
る
論
評
と
し
て
、
ᷤ
兆
光
⽛
在
歴
史
、
政
治
与
国
家
之
間
的
民
族
史
─
読
吉
開
将
人
⽛
苗
族
史
の
近
代
⽜
有
感
⽜⽝
南
方
周
末
⽞

二
〇
一
二
年
九
月
六
日
第
二
四
版
が
あ
る
。

（
⚓
）
本
稿
で
は
、⽛
西
南
中
国
⽜
と
い
う
語
句
を
、
便
宜
的
に
今
日
の
湖
南
西
部
・
貴
州
・
雲
南
・
四
川
の
み
を
指
し
、
今
日
の
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
は
含
ま
な
い

も
の
と
し
て
用
い
る
。
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（
⚔
）
⽛
西
南
民
族
⽜
と
い
う
語
句
は
、
西
南
中
国
の
諸
々
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
総
称
と
し
て
用
い
る
。
な
お
、
旧
稿
で
は
四
川
西
部
・
雲
南
西
北
部
の
チ
ベ
ッ

ト
系
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
、
す
な
わ
ち
西
康
チ
ベ
ッ
ト
人
（
康カ
ム

巴パ

、
以
下
⽛
カ
ム
パ
⽜）
に
つ
い
て
は
⽛
西
南
民
族
⽜
の
範
疇
の
外
に
置
い
た
が
、
目
下
遂
行
中

の
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⽛
一
九
四
九
年
前
後
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
の
覚
醒
と
帰
趨
に
関
す
る
史
料
批
判
主
義
的
再
検
討
⽜（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）、
代
表
者
吉

開
、
二
〇
一
八
～
二
一
年
度
）
に
お
け
る
問
題
設
定
と
の
整
合
性
を
鑑
み
、
本
稿
で
は
カ
ム
パ
を
範
疇
の
中
に
含
め
る
こ
と
に
し
た
。

（
⚕
）
拙
稿
⽛
中
国
民
族
論
と
抗
戦
下
の
雲
南
⽜⽝
史
朋
⽞
四
三
、
札
幌
：
北
海
道
大
学
東
洋
史
談
話
会
、
二
〇
一
〇
年
、
十
八
～
四
一
頁
、⽛
民
族
起
源
学
説
在

二
十
世
紀
中
国
⽜⽝
復
旦
学
報
（
社
会
科
学
版
）⽞
五
、
上
海
：
同
大
学
、
二
〇
一
二
年
、
三
十
～
四
十
頁
、⽛
中
国
民
族
史
像
と
考
古
・
歴
史
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
⽜⽝
歴
史
と
地
理
⽞
六
七
九
（
世
界
史
の
研
究
二
四
一
）、
東
京
：
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
巻
頭
図
版
・
一
～
十
四
頁
、
お
よ
び
⽛⽛
涿
鹿
⽜
の
歴
史

は
誰
の
も
の
か
⽜⽝
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
⽞
一
五
〇
、
二
〇
一
六
年
、
一
～
七
五
頁
。

（
⚖
）
本
稿
で
言
う
⽛
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
⽜
と
は
、
高
等
教
育
を
受
け
た
知
識
人
に
加
え
、
世
襲
領
主
家
系
の
旧
支
配
層
（
土
司
・
土
目
）、
軍
官
学
校
を
経
て

社
会
上
昇
を
実
現
し
た
軍
人
、
信
者
に
影
響
力
を
持
つ
牧
師
・
教
会
学
校
教
師
・
活
仏
、
国
民
党
・
共
産
党
へ
の
入
党
を
経
て
抜
擢
さ
れ
た
幹
部
な
ど
、
各

地
域
社
会
に
影
響
力
を
持
っ
た
各
種
の
人
々
を
包
括
し
た
便
宜
的
総
称
で
あ
る
。
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
を
含
む
⽛
非
漢
族
エ
リ
ー
ト
⽜
は
、
現
代
中
国
語
で

は
⽛
民
族
上
層
人
士
⽜⽛
民
族
代
表
人
士
⽜⽛
民
族
精
英
⽜
と
表
現
さ
れ
る
。

（
⚗
）
拙
稿
⽛⽛
羈
縻
⽜
政
策
と
二
十
世
紀
中
国
⽜
松
本
ま
す
み
編
⽝
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
中
国
周
縁
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
民
族
覚
醒
と
教
育
に
関
す

る
比
較
研
究
⽞（
平
成
二
四
～
二
六
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）・
研
究
代
表
者
松
本
ま
す
み
）、
室
蘭
：
室
蘭
工
業
大
学
、

二
〇
一
五
年
、
九
一
～
一
一
七
頁
、
お
よ
び
⽛
近
代
⽛
苗
夷
⽜
精
英
的
自
我
認
同
⽜
貴
州
大
学
編
⽝⽛
一
帯
一
路
⽜
視
野
下
的
中
国
西
南
文
化
走
廊
専
題
研
討

会
論
文
集
⽞
貴
陽
：
同
大
学
、
二
〇
一
七
年
、
三
〇
七
～
三
二
〇
頁
。

（
⚘
）
北
京
政
府
期
を
民
国
前
期
と
し
、
国
民
政
府
期
を
民
国
後
期
と
す
る
二
分
法
が
、
目
下
の
民
国
史
研
究
で
は
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
中

華
民
国
は
台
湾
に
な
お
も
存
続
し
、
ま
た
日
本
語
と
し
て
も
な
じ
み
に
く
い
が
、
中
国
語
式
の
早
・
中
・
晩
の
区
分
を
応
用
し
、
民
国
期
の
後
葉
を
⽛
民
国

後
期
⽜
で
は
な
く
⽛
民
国
晩
期
⽜
と
い
う
語
句
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
⚙
）
前
掲
註
⚒
拙
稿
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
六
）⽜
五
六
頁
、
お
よ
び
⽛
苗
族
史
の
近
代
（
七
）⽜
九
～
三
十
頁
。

（
10
）
楊
耀
健
⽛
土
司
夫
人
伝
奇
⽜⽝
紅
岩
春
秋
⽞
四
、
重
慶
：
中
共
重
慶
市
委
党
史
研
究
室
、
二
〇
〇
三
年
、
五
十
～
五
二
頁
、
同
⽛
土
司
夫
人
戴
瓊
英
⽜⽝
文

史
天
地
⽞
一
、
貴
陽
：
貴
州
省
政
協
辦
公
庁
、
二
〇
〇
四
年
、
二
六
～
二
八
頁
（
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
重
慶
市
渝
中
区
委
員
会
文
史
資
料
委
員
会
編
⽝
重

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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慶
渝
中
区
文
史
資
料
⽞
十
六
、
重
慶
：
同
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
九
～
二
一
三
頁
再
収
録
）。
こ
れ
ら
の
二
篇
で
は
戴
瓊
英
の
夫
の
名
を
⽛
楊
砥
忠
⽜

と
記
す
が
、
言
及
さ
れ
る
経
歴
か
ら
見
て
、
そ
れ
が
本
稿
で
主
題
と
す
る
⽛
楊
砥
中
⽜
で
あ
る
の
は
疑
い
な
い
。
楊
姓
で
は
な
く
母
方
の
戴
姓
と
満
族
籍
を

継
い
だ
楊
砥
中
の
息
子
の
代
煥
江
（
戴
煥
江
）
氏
が
、
重
慶
市
政
協
第
一
～
第
四
届
委
員
（⽛
少
数
民
族
⽜
枠
、
一
九
九
七
年
～
二
〇
一
七
年
）
を
歴
任
し
た

地
元
有
力
者
で
あ
る
関
係
で
書
か
れ
た
紹
介
記
事
で
あ
ろ
う
。
代
煥
江
氏
に
つ
い
て
は
、⽛
委
員
名
録
⽜（
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
〈
中
国
人
民
政
治

協
商
会
議
重
慶
市
委
員
会
〉、
http://w
w
w
.cqzx.gov.cn/list/listw
ym
l.aspx、
二
〇
一
八
年
一
月
十
五
日
閲
覧
）
参
照
。
楊
砥
中
の
息
子
の
名
が
⽛
煥

江
⽜
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
楊
砥
中
⽝
有
関
涼
山
彝
族
歴
史
的
幾
個
問
題
⽞
成
都
：
西
南
民
族
学
院
、
一
九
五
七
年
、
五
頁
参
照
。

（
11
）
前
掲
註
（
⚑
）
参
照
。

（
12
）
温
春
来
⽛⽛
五
族
共
和
⽜
之
外
⽜⽝
身
份
、
国
家
与
記
憶
⽞
北
京
：
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
三
一
～
二
六
三
頁
。

（
13
）
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ
い
て
の
代
表
的
な
研
究
を
挙
げ
る
と
、
満
蒙
は
中
見
立
夫
⽛
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
エ
ス
ノ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
⽜
毛
里
和
子
編

⽝
現
代
中
国
の
構
造
変
動
（
七
）
中
華
世
界
⽞
東
京
：
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
、
一
二
一
～
一
四
九
頁
、
蒙
古
は
楊
海
英
⽝
中
国
と
モ
ン
ゴ
ル
の
は

ざ
ま
で
⽞
東
京
：
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
新
疆
は
新
免
康
⽛
ウ
イ
グ
ル
人
民
族
主
義
者
エ
イ
サ
・
ユ
ス
プ
・
ア
ル
プ
テ
キ
ン
の
軌
跡
⽜
前
掲
毛
里
編
書

一
五
一
～
一
七
八
頁
、⽛
回
族
⽜
は
松
本
ま
す
み
⽛
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
新
文
化
運
動
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
⽜
西
村
成
雄
編
⽝
現
代
中
国
の
構

造
変
動
（
三
）
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
⽞
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
九
九
～
一
二
五
頁
が
あ
る
。

（
14
）
清
末
は
武
内
房
司
⽛
清
末
雲
南
タ
イ
系
土
司
の
近
代
化
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
⽜
塚
田
誠
之
編
⽝
民
族
表
象
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
⽞
東
京
：
風
響
社
、
二
〇
〇
八
年
、

一
八
九
～
二
二
四
頁
、
建
国
初
期
は
上
野
稔
弘
⽛
建
国
初
期
雲
南
辺
疆
地
区
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
民
族
工
作
⽜⽝
現
代
中
国
⽞
七
十
、
東
京
：
日
本
現
代

中
国
学
会
、
一
九
九
六
年
、
一
九
七
～
二
〇
八
頁
が
あ
る
。

（
15
）
民
国
期
の
カ
ム
パ
を
扱
っ
た
論
著
に
、
平
野
聡
⽛
近
現
代
チ
ベ
ッ
ト
史
に
お
け
る
⽛
親
中
⽜
の
位
相
⽜
前
掲
註
13
毛
里
和
子
編
⽝
現
代
中
国
の
構
造
変
動

（
七
）⽞
一
七
九
～
二
一
三
頁
、
阿
部
治
平
⽝
も
う
ひ
と
つ
の
チ
ベ
ッ
ト
現
代
史
⽞
東
京
：
明
石
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
小
林
亮
介
⽛
プ
ン
ツ
オ
ク
・
ワ
ン
ギ
ェ

ル
⽜
趙
景
達
ほ
か
編
⽝
講
座
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
（
五
）⽞
東
京
：
有
志
舎
、
二
〇
一
四
年
、
三
五
二
～
三
六
八
頁
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
カ
ム
パ
以
外
の
西

南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
対
し
て
は
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。

（
16
）
民
国
晩
期
の
西
南
中
国
全
般
に
つ
い
て
は
石
島
紀
之
⽝
雲
南
と
近
代
中
国
⽞
東
京
：
青
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
が
あ
る
が
、
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
に
つ
い

て
の
言
及
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
後
述
す
る
中
国
国
内
の
関
連
研
究
を
要
約
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
個
別
民
族
の
紹
介
論
文
の
中
で
民
国
期
の
歴
史
的
状
況
に
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言
及
す
る
も
の
と
し
て
は
清
水
享
⽛
イ
─
涼
山
イ
族
を
中
心
に
⽜⽝
講
座
世
界
の
先
住
民
族
（
一
）⽞
明
石
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
二
六
一
～
二
七
六
頁
な
ど

が
あ
る
が
、
概
説
的
議
論
に
と
ど
ま
る
。
民
国
期
の
民
族
政
策
史
に
つ
い
て
は
松
本
ま
す
み
⽝
中
国
民
族
政
策
の
研
究
⽞
東
京
：
多
賀
書
店
、
一
九
九
九
年

が
あ
る
が
、
検
討
は
一
九
四
五
年
を
も
っ
て
区
切
り
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
文
化
人
類
学
者
の
現
地
調
査
を
基
礎
と
し
た
歴
史
的
関
心
と
し
て
、
稲
村

務
⽛
雲
南
紅
河
土
司
の
⽛
近
代
⽜⽜⽝
琉
大
ア
ジ
ア
研
究
⽞
十
二
、
沖
縄
西
原
：
琉
球
大
学
法
文
学
部
琉
大
ア
ジ
ア
研
究
編
集
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
、
一
～

三
三
頁
が
あ
る
が
、
実
地
踏
査
と
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
と
し
た
整
理
で
あ
り
、
史
料
の
考
証
を
踏
ま
え
た
歴
史
学
的
研
究
で
は
な
い
。

（
17
）
M
elvyn
C.Goldstein
etal.,A
T
ibetan
R
evolutionary:T
hePoliticalLifeand
T
im
esofBapa
Phüntso
W
angye,Berkeley,LosA
ngeles,

London:U
niv.ofCalifornia
Press,2004（
黄
瀟
瀟
訳
⽝
一
位
蔵
族
革
命
家
⽞
香
港
：
香
港
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）。

（
18
）
Lin
H
siao-ting（
林
孝
庭
）,T
ibetand
N
ationalistChina̓
sFrontier:Intriguesand
E
thnopolitics,1928-49,V
ancouver:U
niv.ofBritish

Colum
biaPress,2006（
朱
麗
双
訳
⽝
西
蔵
問
題
⽞
香
港
：
香
港
中
文
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）、
王
明
珂
⽛
国
族
辺
縁
、
辺
界
与
変
遷
⽜⽝
新
史
学
⽞

二
一
─
三
、
台
北
：《
新
史
学
》
雑
誌
社
編
輯
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
、
一
～
五
二
頁
、
謝
幸
𦀪
⽝
近
代
中
国
苗
族
之
国
族
化
（
一
九
一
一
─
一
九
四
九
）⽞

台
北
：
国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
学
系
碩
士
論
文
、
二
〇
一
一
年
、
呉
啓
訥
（
藤
井
元
博
訳
）⽛
戦
争
・
民
族
・
国
家
⽜
波
多
野
澄
雄
ほ
か
編
⽝
日
中
終
戦
と

戦
後
ア
ジ
ア
へ
の
展
望
⽞（
日
中
戦
争
の
国
際
共
同
研
究
六
）、
東
京
：
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
七
～
二
二
六
頁
。

（
19
）
謝
本
書
編
⽝
近
代
雲
南
各
族
人
民
的
愛
国
主
義
闘
争
⽞
昆
明
：
雲
南
民
族
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
潘
先
林
⽛
民
国
雲
南
彝
族
官
僚
集
団
研
究
⽜
林
超
民

編
⽝
新
松
集
⽞
昆
明
：
雲
南
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
三
九
六
～
四
〇
二
頁
、
同
⽝
民
国
雲
南
彝
族
統
治
集
団
研
究
⽞
雲
南
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九

年
、
楊
和
森
ほ
か
⽝
中
国
彝
族
通
史
（
四
）⽞
昆
明
：
雲
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
呉
喜
編
著
⽝
民
国
時
期
雲
南
彝
族
上
層
家
族
口
述
史
⽞
社
会
科
学

文
献
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
ほ
か
。

（
20
）
前
掲
註
19
潘
先
林
文
献
ほ
か
、
お
よ
び
秦
和
平
⽝
四
川
民
族
地
区
民
主
改
革
研
究
⽞
北
京
：
中
央
民
族
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
ほ
か
。

（
21
）
陳
紅
民
⽛
大
陸
中
国
の
民
国
史
研
究
⽜
飯
島
渉
ほ
か
編
⽝
シ
リ
ー
ズ
二
〇
世
紀
中
国
史
（
四
）
現
代
中
国
と
歴
史
学
⽞
東
京
：
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

〇
九
年
、
二
五
～
四
二
頁
。

（
22
）
馬
玉
華
⽝
国
民
政
府
対
西
南
少
数
民
族
調
査
之
研
究
⽞
昆
明
：
雲
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
婁
貴
品
⽛
不
遠
万
里
、
為
謀
団
結
⽜⽝
中
国
民
族
報
⽞

二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十
日
第
七
面
、
婁
貴
品
⽛
一
九
三
七
年
西
南
夷
苗
民
族
請
願
代
表
在
滬
活
動
述
論
⽜⽝
民
国
檔
案
⽞
二
、
南
京
：
民
国
檔
案
雑
誌
社
、

二
〇
一
〇
年
、
七
九
～
八
七
頁
、
伊
利
貴
⽛
永
勝
高
氏
土
司
与
⽛
改
土
帰
流
⽜⽜⽝
学
理
論
⽞
四
、
哈
爾
濱
：
哈
爾
浜
市
社
会
科
学
院
、
二
〇
一
〇
年
、
一
二

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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九
～
一
三
二
・
一
三
四
頁
、
伊
利
貴
⽝
民
国
時
期
西
南
⽛
夷
苗
⽜
的
政
治
承
認
訴
求
⽞
北
京
：
中
央
民
族
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
一
年
、
張
久
瑛
⽛
民

国
年
間
⽛
辺
胞
⽜
改
造
運
動
与
⽛
苗
夷
⽜
精
英
的
民
族
建
構
活
動
⽜《
張
振
珮
先
生
生
誕
一
百
周
年
紀
念
文
集
》
編
輯
委
員
会
編
⽝
張
振
珮
先
生
生
誕
一
百
周

年
紀
念
文
集
⽞
貴
陽
：
貴
州
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
一
五
～
二
二
九
頁
、
楊
思
機
⽛
以
行
政
区
域
統
馭
国
内
民
族
⽜⽝
民
族
研
究
⽞
三
、
北
京
：
中

国
社
会
科
学
院
民
族
学
与
人
類
学
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
、
六
五
～
七
五
頁
、
段
金
生
⽝
南
京
国
民
政
府
的
辺
政
⽞
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
李
月
華

⽛
湘
西
苗
疆
土
著
民
族
与
国
民
政
府
対
話
渠
道
的
建
立
⽜⽝
民
族
論
壇
⽞
四
、
長
沙
：
湖
南
省
民
族
事
務
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
、
七
六
～
七
九
頁
、
趙
崢
⽛
国

民
政
府
的
辺
疆
代
理
人
⽜⽝
新
史
学
⽞
二
六
─
二
、
台
北
：《
新
史
学
》
雑
誌
社
編
輯
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
、
一
～
四
九
頁
、
趙
崢
⽝⽛
少
数
民
族
⽜
的
政
治

建
構
⽞
上
海
：
復
旦
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
五
年
、
婁
貴
品
⽛
民
族
平
等
与
国
族
整
合
⽜⽝
学
術
探
索
⽞
四
、
昆
明
：
雲
南
省
社
会
科
学
界
聯
合
会
、

二
〇
一
六
年
、
一
一
四
～
一
二
一
頁
、
伊
利
貴
⽛
民
国
時
期
西
南
少
数
民
族
精
英
的
身
份
叙
事
与
主
体
塑
造
⽜⽝
中
央
民
族
大
学
学
報
⽞
二
、
北
京
：
同
大
学
、

二
〇
一
六
年
、
一
〇
一
～
一
〇
九
頁
、
陳
征
平
⽝
近
代
西
南
辺
疆
民
族
地
区
内
地
化
進
程
研
究
⽞
北
京
：
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
。

（
23
）
前
掲
註
22
婁
貴
品
・
伊
利
貴
・
楊
思
機
氏
の
諸
論
考
。

（
24
）
現
四
川
涼
山
彝
族
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
22
趙
崢
⽝⽛
少
数
民
族
⽜
的
政
治
建
構
⽞、
お
よ
び
同
⽛
国
家
動
員
、
民
族
話
語
与
辺
疆
治
理
⽜⽝
抗
日

戦
争
研
究
⽞
二
、
北
京
：
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
中
国
抗
日
戦
争
史
学
会
、
二
〇
一
七
年
、
八
六
～
九
九
頁
、
同
⽛
中
外
交
渉
与
辺
疆
政
争
⽜⽝
抗

日
戦
争
研
究
⽞
三
、
同
前
、
二
〇
一
六
年
、
八
十
～
九
一
頁
、
同
⽛
川
康
彝
族
政
治
人
物
与
国
民
政
府
的
合
離
⽜⽝
史
林
⽞
二
、
上
海
：
上
海
社
会
科
学
院
歴

史
研
究
所
、
二
〇
一
七
年
、
一
三
八
～
一
五
二
頁
、
同
⽛
新
中
国
成
立
初
期
西
康
少
数
民
族
代
表
参
観
訪
問
内
地
述
論
⽜⽝
中
共
党
史
研
究
⽞
七
、
北
京
：
中

共
党
史
研
究
室
、
二
〇
一
六
年
、
三
三
～
四
五
頁
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
雲
南
西
南
部
の
中
緬
国
境
地
域
の
土
司
に
つ
い
て
は
、
王
春
橋
⽛
土
司
存
廃
与
国

家
統
一
（
一
九
四
四
～
一
九
四
八
）⽜⽝
雲
南
民
族
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）⽞
三
二
─
一
、
昆
明
：
同
大
学
、
二
〇
一
五
年
、
一
〇
三
～
一
〇
八
頁
、

楊
朝
芳
⽛
民
国
時
期
辺
地
傣
族
土
司
的
国
家
認
同
⽜⽝
中
国
辺
疆
史
地
研
究
⽞
二
六
─
三
、
北
京
：
中
国
社
会
科
学
院
中
国
辺
疆
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
、
一

二
一
～
一
二
六
頁
、
お
よ
び
潘
先
林
ほ
か
⽛
民
国
時
期
的
土
司
政
策
⽜⽝
中
国
辺
疆
史
地
研
究
⽞
二
七
─
三
、
同
前
、
二
〇
一
七
年
、
一
〇
八
～
一
二
二
頁
が

あ
る
。

（
25
）
李
仁
淵
⽛
在
田
野
中
找
歴
史
⽜⽝
考
古
人
類
学
刊
⽞
八
八
、
台
北
：
国
立
台
湾
大
学
人
類
学
系
、
二
〇
一
八
年
、
一
〇
九
～
一
三
九
頁
、
劉
志
偉
ほ
か
⽛⽛
華

南
研
究
⽜⽜⽝
中
国
─
歴
史
と
文
化
⽞
三
三
、
東
京
：
中
国
社
会
文
化
学
会
、
二
〇
一
八
年
、
一
九
五
～
二
〇
九
頁
。

（
26
）
張
兆
和
（
瀬
川
昌
久
訳
）⽛⽛
押
し
つ
け
ら
れ
た
表
象
⽜
か
ら
⽛
自
己
表
象
⽜
へ
⽜
末
成
道
男
編
⽝
中
原
と
周
辺
⽞
東
京
：
風
響
社
、
一
九
九
九
年
、
三
三

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢

─ 34 ─



一
～
三
五
九
頁
（
Cheung
Siu-w
oo,“M
iaoIdentities”,A
sian
E
thnicity,V
ol.4,N
o.1,A
bingdon:T
aylor&
Francis,2003,pp.142-169、
李
菲
訳

⽛
従
⽛
他
者
描
写
⽜
到
⽛
自
我
表
述
⽜⽜⽝
広
西
民
族
大
学
学
報
〔
哲
学
社
会
科
学
版
〕⽞
三
〇
─
五
、
南
寧
：
広
西
民
族
大
学
、
二
〇
〇
八
年
、
三
七
～
四
五

頁
）、
Cheung
Siu-w
oo,“A
ppropriating
A
lterity”⽝
国
立
台
湾
大
学
考
古
人
類
学
刊
⽞
五
九
、
台
北
：
国
立
台
湾
大
学
文
学
院
人
類
学
系
、
二
〇
〇
二
年
、

四
二
～
七
一
頁
（
張
兆
和
⽛
梁
聚
五
関
於
苗
族
身
份
認
同
的
書
写
⽜
張
兆
和
ほ
か
編
⽝
梁
聚
五
文
集
⽞
香
港
：
香
港
科
技
大
学
華
南
研
究
中
心
、
二
〇
一
〇

年
、
下
冊
四
二
五
～
四
六
一
頁
）、
王
明
珂
⽝
羌
在
漢
蔵
之
間
⽞
台
北
：
聯
経
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
Cheung
Siu-w
oo,“M
iao
Identities
in
W
estern

Guizhou”,in
T
app,N
[etal.]ed.H
m
ong/M
iao
in
A
sia,Chiang
M
ai:Silkw
orm
Books,2004,pp.237-263（
張
兆
和
⽛
黔
西
苗
族
身
份
的
漢
文
書

写
与
近
代
中
国
的
族
群
認
同
⽜⽝
西
南
民
族
大
学
学
報
〔
人
文
社
会
科
学
版
〕⽞
三
、
成
都
：
同
大
学
、
二
〇
一
〇
年
、
一
～
十
一
頁
）、
楊
志
強
⽝⽛
苗
⽜
か

ら
⽛
苗
族
（
ミ
ャ
オ
族
）⽜
へ
⽞
東
京
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
五
年
（⽛
従
⽛
苗
⽜
到
⽛
苗
族
⽜⽜⽝
西
南
民
族
大
学
学
報
〔
人
文
社
会
科
学
版
〕⽞
六
、

成
都
：
同
大
学
、
二
〇
一
〇
年
、
一
～
七
頁
ほ
か
）、
Cheung
Siu-w
oo,“A
ppropriating
O
therness
and
the
Contention
ofM
iao
Identity
in

Southw
estChina”,T
heA
sia
PacificJournalofA
nthropology,V
ol.13,N
o.2,O
xford:Routledge,2012,pp.142-169（
張
兆
和
⽛
在
逃
遁
与
攀
附

之
間
⽜
納
日
碧
力
戈
ほ
か
編
⽝
西
南
地
区
多
民
族
和
諧
共
生
関
係
研
究
論
文
集
⽞
貴
陽
：
貴
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
十
五
～
四
一
頁
）、
お
よ
び
前

掲
註
18
王
明
珂
⽛
国
族
辺
縁
、
辺
界
与
変
遷
⽜。

（
27
）
温
春
来
⽛
導
論
─
⽛
夷
族
⽜
意
識
、⽛
夷
務
⽜
実
践
与
彝
族
文
化
⽜
温
春
来
ほ
か
編
⽝
嶺
光
電
文
集
⽞
香
港
：
香
港
科
技
大
学
華
南
研
究
中
心
、
二
〇
一

〇
年
、
上
冊
一
～
二
七
頁
、
劉
琪
⽝
命
以
載
史
⽞
北
京
：
世
界
図
書
出
版
公
司
、
二
〇
一
〇
年
、
鄭
少
雄
⽝
漢
蔵
之
間
的
康
定
土
司
⽞
北
京
：
三
聯
書
店
、

二
〇
一
六
年
、
お
よ
び
前
掲
註
12
温
春
来
⽝
身
份
、
国
家
与
記
憶
⽞。

（
28
）
沈
紅
⽝
結
構
与
主
題
⽞
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
お
よ
び
李
仕
安
述
・
馬
林
英
撰
⽝
百
歳
人
生
川
康
史
⽞
北
京
：
民
族
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
。

（
29
）
近
年
の
中
国
社
会
人
類
学
界
に
現
れ
た
、
建
国
以
来
の
中
共
民
族
政
策
に
対
す
る
批
判
的
関
心
、
す
な
わ
ち
民
国
史
を
鑑か
が
み

と
し
て
そ
れ
を
再
検
討
し
よ
う

と
す
る
現
実
的
動
機
か
ら
生
じ
た
研
究
動
向
も
、
以
上
の
歴
史
人
類
学
的
諸
研
究
と
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
後
、
政
治
的
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
が
後
退
し
、
ま
た
経
済
的
格
差
が
顕
在
化
す
る
中
で
、
歴
史
的
に
未
解
決
で
あ
っ
た
社
会
問
題
が
、
中
国
国
内
で
次
々
と
噴
出
し
た
。
そ
の
一

つ
が
民
族
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
か
つ
て
国
民
党
・
国
民
政
府
が
抱
え
て
い
た
問
題
、
あ
る
い
は
民
国
学
術
界
が
意
識
し
て
い
た
課
題
と
相
似
す

る
こ
と
が
、
中
国
人
類
学
の
特
色
あ
る
学
科
建
設
（
本
土
化
）
を
担
う
馬
戎
・
王
銘
銘
氏
を
代
表
と
す
る
⽛
官
方
⽜
学
術
界
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
た
の
で

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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あ
る
（
馬
戎
⽛
理
解
民
族
関
係
的
新
思
路
⽜⽝
北
京
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）⽞
六
、
同
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
一
二
二
～
一
三
三
頁
、
王
銘
銘
⽝
超

越
⽛
新
戦
国
⽜⽞
北
京
：
三
聯
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
馬
戎
編
⽝⽛
中
華
民
族
是
一
個
⽜⽞
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）。
こ
れ
が
上
述
し
た
歴
史

人
類
学
の
大
陸
流
入
と
重
な
っ
た
結
果
、
歴
史
人
類
学
的
研
究
の
体
裁
を
と
り
つ
つ
も
、
実
際
に
は
民
国
期
の
民
族
問
題
を
主
題
と
す
る
研
究
が
、
若
手
研

究
者
を
動
員
し
、
組
織
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
（
常
宝
⽝
漂
泊
的
精
英
⽞
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
菅
志
翔
ほ
か
編
⽝
民
国
時
期
西

部
辺
疆
的
政
権
建
設
与
族
群
関
係
⽞
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
王
娟
⽝
化
辺
之
困
⽞
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
盧
露
⽝
従
桂

省
到
壮
郷
⽞
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
ほ
か
）。
そ
れ
ら
の
成
果
の
中
に
は
、
カ
ム
パ
エ
リ
ー
ト
に
関
す
る
王
娟
氏
の
研
究
な
ど
、
一
九
四
九
年

を
跨
ぐ
時
期
に
各
種
の
⽛
覚
醒
⽜
を
経
験
し
た
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
動
向
に
関
す
る
歴
史
的
議
論
も
含
ま
れ
る
。
中
国
国
内
に
お
け
る
文
献
史
学
、

歴
史
人
類
学
、
社
会
人
類
学
の
研
究
動
向
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
動
機
付
け
と
背
景
を
異
に
す
る
が
、
相
互
に
影
響
関
係
を
も
っ
て
展
開
し
続
け
て
い
る
と
理
解

す
べ
き
で
あ
る
。

（
30
）
西
南
民
族
近
現
代
史
の
中
国
国
内
の
代
表
的
な
研
究
者
で
あ
る
秦
和
平
氏
は
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
の
中
で
、
二
〇
一
〇
年
に
以
下
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。⽛
資
料
捜
集
不
容
易
、
尤
其
是
捜
集
辺
疆
民
族
地
区
的
資
料
更
加
困
難
。
毋
庸
諱
言
、
開
展
研
究
所
需
要
的
相
関
檔
案
雖
已
開
放
但
卻
⽛
封
閉
⽜

起
来
。
茲
引
某
辺
疆
州
×
×
局
在
我
査
閲
材
料
介
紹
信
上
的
批
覆
加
以
説
明
。
該
批
覆
是
⽛
凡
渉
及
民
族
的
資
料
、
可
以
看
、
可
以
摘
抄
、
不
能
複
印
。
凡

渉
及
宗
教
的
資
料
、
可
以
看
、
不
能
摘
抄
、
不
能
複
印
⽜。
即
使
這
様
内
容
的
批
覆
、
也
是
給
了
很
大
的
面
子
、
表
示
了
優
恵
、
我
並
不
責
怪
他
們
、
畢
竟
我

們
都
要
受
相
関
制
度
的
約
束
。
当
坐
在
査
閲
室
、
翻
閲
相
関
的
資
料
時
、
我
多
麼
企
望
自
己
能
有
三
国
時
伝
奇
人
物
張
松
的
大
脳
─
過
目
不
忘
⽜（
秦
和
平

⽛
前
言
（
二
〇
一
〇
年
）⽜⽝
建
国
以
来
川
滇
黔
民
族
地
区
基
督
教
調
適
与
発
展
的
研
究
⽞
不
明
：
自
刊
、
二
〇
一
一
年
、
三
～
四
頁
）。
中
国
国
内
の
研
究
者

に
あ
っ
て
も
、
八
年
前
に
す
で
に
こ
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
あ
る
か
ら
、
国
外
に
い
る
私
た
ち
が
今
日
そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
と
考

え
る
べ
き
で
あ
り
、
史
料
問
題
は
別
の
戦
略
に
よ
っ
て
克
服
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
共
有
す
る
論
考
と
し
て
、
大
川
謙
作
ほ
か
⽛
民

族
政
策
史
⽜
中
村
元
哉
ほ
か
編
⽝
現
代
中
国
の
起
源
を
探
る
史
料
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
⽞
東
京
：
東
方
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
六
九
～
八
五
頁
が
あ
る
。

（
31
）
前
掲
註
10
楊
砥
中
⽝
有
関
涼
山
彝
族
歴
史
的
幾
個
問
題
⽞。
楊
砥
中
の
別
名
・
綽
号
あ
だ
な

と
推
測
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
郷
里
の
故
地
で
は
⽛
楊
季
瑶
⽜（
畢
節

林
口
新
荘
村
）、
お
よ
び
⽛
楊
七
麻
子
⽜（
畢
節
林
口
鎮
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
王
純
亮
ほ
か
⽛
楊
伯
瑶
与
三
元
洞
的
不
解
之
謎
⽜
畢
節
市
七
星
関
区
党
史

地
方
志
辦
公
室
編
⽝
鶏
鳴
三
省
文
史
資
料
輯
⽞
西
安
：
三
秦
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
二
二
六
～
二
二
九
頁
、
お
よ
び
范
沢
栄
口
述
⽛
范
沢
栄
談
黄
華
先
隊

伍
的
始
末
⽜
鎮
雄
県
委
党
史
徴
集
研
究
室
編
⽝
紅
旗
巻
起
農
奴
戟
⽞（
鎮
雄
党
史
叢
書
一
）、
鎮
雄
：
同
研
究
室
、
一
九
九
一
年
、
四
一
七
～
四
一
八
頁
ほ
か

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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参
照
。

（
32
）
土
司
制
度
一
般
お
よ
び
永
寧
宣
撫
使
の
奢
氏
に
つ
い
て
は
龔
蔭
⽝
中
国
土
司
制
度
⽞
昆
明
：
雲
南
民
族
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
武
内
房
司
編
⽝
彝
族
族

譜
資
料
（
Ⅰ
）⽞（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
調
査
研
究
報
告
四
七
）、
東
京
：
同
研
究
所
、
一
九
九
九
年
を
参
照
。

（
33
）
⽝（
重
修
）
水
西
安
氏
族
譜
⽞
一
八
九
〇
年
（
武
内
房
司
編
⽝
彝
族
族
譜
資
料
（
Ⅱ
）⽞〔
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
調
査
研
究
報
告
四
八
〕、
東
京
：
同

研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
お
よ
び
陳
棣
芳
⽝
彝
漢
文
合
璧
《
水
西
安
氏
族
譜
》
箋
証
与
解
読
⽞
北
京
：
中
央
民
族
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
参
照
）、
王
明

貴
ほ
か
編
⽝
水
西
簡
史
⽞
貴
陽
：
貴
州
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
34
）
奢
香
夫
人
に
つ
い
て
は
、
武
内
房
司
⽛
彝
族
⽛
女
土
官
⽜
考
⽜
小
浜
正
子
編
⽝
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
中
国
史
⽞（
ア
ジ
ア
遊
学
一
九
一
）
東
京
：
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
五
年
、
二
四
八
～
二
六
〇
頁
参
照
。
水
西
安
氏
を
中
心
と
す
る
貴
州
西
北
部
の
前
近
代
彝
族
社
会
に
つ
い
て
は
、
温
春
来
⽝
従
⽛
異
域
⽜
到
⽛
旧
疆
⽜
─

宋
至
清
貴
州
西
北
部
地
区
的
制
度
、
開
発
与
認
同
⽞
北
京
：
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
八
年
参
照
。

（
35
）
且
蘭
楊
氏
に
つ
い
て
は
佚
名
⽝
楊
氏
支
譜
⽞
畢
節
専
署
民
委
会
翻
印
（
油
印
本
、
計
四
十
葉
）、
前
掲
註
10
楊
砥
中
⽝
有
関
涼
山
彝
族
歴
史
的
幾
個
問
題
⽞、

李
卿
⽛
憶
彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
貴
州
省
大
方
県
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
⽝
大
方
文
史
資
料
選
輯
⽞
四
、
大
方
：

同
委
員
会
、
一
九
八
八
年
、
二
六
～
三
一
頁
、
お
よ
び
李
卿
⽛⽛
憶
彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜
訂
正
⽜
同
前
⽝
大
方
文
史
資
料
選
輯
⽞
五
、
同
前
、
一
九

八
九
年
、一
四
九
～
一
五
〇
頁
を
参
照
。
以
下
の
本
節
の
記
述
は
、こ
れ
ら
の
史
料
と
、筆
者
に
よ
る
畢
節
市
大
方
県
八
堡
郷
中
箐
村（
二
〇
一
七
年
五
月
）・

畢
節
市
林
口
鎮
坪
壩
村
・
新
荘
村
（
同
年
八
月
）
で
の
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
く
。
な
お
⽝
楊
氏
支
譜
⽞（
畢
節
専
署
民
委
会
翻
印
）
は
、
巻
末
の
収
録
史
料

⽛
北
肇
支
祠
警
碑
⽜
が
一
九
四
五
年
の
紀
年
を
持
つ
一
方
で
、
本
文
中
に
一
九
五
二
年
相
当
の
干
支
を
持
つ
記
事
数
行
を
含
む
が
、
系
譜
そ
の
他
の
記
事
は
い

ず
れ
も
且
蘭
楊
氏
小
北
肇
支
派
の
楊
芳
枝
（
舫
巌
・
仿
岩
〔
巌
〕
に
よ
っ
て
、
且
蘭
楊
氏
宗
族
内
で
の
管
業
地
を
め
ぐ
る
紛
糾
を
契
機
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

た
こ
と
を
示
す
内
容
で
あ
る
。
一
方
、
雲
南
省
社
会
科
学
院
所
蔵
史
料
に
⽛⽝
貴
州
畢
節
地
区
楊
氏
支
譜
⽞
畢
節
専
署
民
委
会
翻
印
、
一
九
四
五
年
、
八
二
頁
⽜

と
い
う
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
（
田
青
編
⽝
雲
南
省
社
科
院
館
蔵
二
十
世
紀
中
葉
雲
南
少
数
民
族
社
会
歴
史
資
料
題
録
⽞
北
京
：
中
国
書
籍
出
版
社
、
二
〇
一

五
年
、
五
二
頁
）、
ま
た
畢
節
地
区
彝
文
翻
訳
組
所
蔵
史
料
に
⽛⽝（
畢
節
）
楊
氏
支
譜
⽞（
畢
節
）、
一
九
五
五
年
翻
印
本
⽜
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
温

春
来
⽛
黔
西
北
彜
文
献
中
所
見
之
彝
族
譜
系
⽜⽝
田
野
与
文
献
⽞
三
六
、
香
港
：
香
港
科
技
大
学
華
南
研
究
中
心
、
二
〇
〇
四
年
、
三
十
頁
註
十
三
）。
三
者

は
同
一
の
史
料
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
原
本
が
一
九
四
五
年
に
纂
修
さ
れ
た
後
、
一
九
五
二
年
ま
で
加
筆
さ
れ
、
そ
れ
を
底
本
と
し
て
一
九
五
五
年

に
畢
節
で
翻
印
さ
れ
た
と
推
測
し
て
お
く
。
建
国
初
期
の
貴
州
省
に
お
け
る
民
族
調
査
資
料
が
、
そ
の
後
、⽛
雲
南
少
数
民
族
社
会
歴
史
研
究
所
（
今
雲
南
歴

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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史
所
）⽜
に
多
く
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
史
継
忠
⽛
前
言
⽜⽝
明
代
水
西
的
則
溪
制
度
⽞
貴
陽
：
貴
州
民
族
学
院
民
族
研
究
所
、
一
九
八
一
年
、
三

～
四
頁
参
照
。
な
お
、
畢
節
地
域
の
彝
族
史
に
つ
い
て
、
近
年
、
陳
燕
英
⽝
畢
節
彝
族
発
展
歴
史
研
究
⽞
北
京
：
光
明
日
報
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
が
出
版

さ
れ
て
い
る
が
、且
蘭
楊
氏
に
つ
い
て
は
、余
若

と
楊
伯
瑶
に
つ
い
て
既
知
の
事
績
を
記
述
す
る
の
み
で
あ
り（
七
六
～
七
九
頁
）、本
稿
で
の
検
討
に
と
っ

て
何
ら
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

（
36
）
⽛
軍
事
委
員
会
委
員
長
侍
従
室
人
事
調
査
表
：
楊
砥
中
（
一
九
四
七
年
六
月
二
五
日
調
査
）⽜、〈
楊
砥
中
〉、《〔
不
詳
〕》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
一
二

九
〇
〇
〇
〇
五
一
二
三
七
Ａ
に
は
、⽛（
姓
名
）
楊
砥
中
、（
籍
貫
）
貴
州
畢
節
、（
出
生
）
民
国
前
一
年

月
、（
学
歴
）
中
央
軍
校
畢
業
、（
経
歴
：
職
銜
）

辺
疆
建
設
協
会
総
務
組
主
任
・
西
南
辺
疆
土
司
民
衆
駐
京
総
代
表
・
国
大
貴
州
土
著
代
表
・
畢
節
県
党
務
指
導
員
・
和
豊
銀
行
経
理
。
卅
六
年
六
月
廿
五
日

据
□
登
及
卅
五
・
五
・
十
一
調
査
報
告
⽜
と
あ
る
（
党
籍
欄
⽛
入
党
・
党
証
・
介
紹
人
⽜
お
よ
び
団
籍
欄
⽛
入
団
・
団
証
・
介
紹
人
⽜
は
全
て
空
欄
）。
こ
の

ほ
か
、⽛
呈
為
擬
発
起
組
織
西
南
辺
疆
民
族
文
化
経
済
協
進
会
懇
祈
鑑
核
備
案
准
予
発
給
許
可
証
並
請
派
員
工
作
由
（
附
呈
：
組
織
簡
章
草
案
一
份
・
発
起
人

簡
明
履
歴
表
一
份
）⽜（
一
九
三
八
年
十
二
月
一
日
）、〈
雲
南
高
玉
柱
等
組
織
西
南
辺
疆
民
族
文
化
経
済
協
進
会
案
〉、《
社
会
部
檔
案
》、
中
国
第
二
歴
史
檔
案

館
蔵
、
檔
号
：
十
一
（
二
）
─
二
〇
四
二
（
十
五
～
二
二
）
所
収
の
⽛
西
南
辺
疆
民
族
文
化
経
済
協
進
会
発
起
人
簡
明
履
歴
表
⽜
に
は
、⽛（
姓
名
）
楊
砥
中
、

（
年
齢
）
二
九
、（
籍
貫
）
貴
州
畢
節
、（
性
別
）
男
、（
経
歴
）
前
且
蘭
土
司
・
貴
州
大
定
五
属
農
会
指
導
員
、（
現
職
）
滇
川
黔
三
省
辺
区
夷
苗
土
司
民
衆
代

表
⽜
と
あ
り
、
概
ね
一
致
す
る
。
た
だ
し
、⽛
貴
州
省
政
府
推
選
新
増
国
民
大
会
代
表
候
補
人
名
冊
（
一
九
四
六
年
四
月
）⽜、〈
国
民
大
会
代
表
名
額
増
加
案

（
二
）〉、《
国
民
政
府
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
二
五
一
Ａ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
一
─
〇
一
一
一
四
二
─
〇
〇
〇
三
五
─
〇
一

四
）
に
は
、⽛（
姓
名
）
楊
砥
中
、（
年
齢
）
四
十
、（
籍
貫
）
貴
州
畢
節
、（
略
歴
）
軍
校
畢
業
、
曾
任
畢
〔
節
〕
党
務
指
導
員
・
辺
疆
中
学
董
事
長
・
西
南
土

司
駐
京
代
表
、（
加
具
意
見
備
考
）
為
黔
滇
辺
区
土
司
夷
族
領
導
、
曾
晋
謁
委
座
宣
撫
辺
胞
、
与
滇
省
当
局
聯
絡
⽜
と
あ
り
、
年
齢
に
若
干
の
齟
齬
が
生
ず
る
。

（
37
）
前
掲
註
35
⽝
楊
氏
支
譜
⽞
に
は
、
且
蘭
楊
氏
鎮
西
支
派
の
楊
紹
煦
の
次
男
楊
懐
遠
に
つ
い
て
、
子
女
は
不
詳
扱
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
掲
註
35
李
卿
⽛
憶

彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜⽛⽛
憶
彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜
訂
正
⽜、
お
よ
び
前
掲
註
10
楊
砥
中
⽝
有
関
涼
山
彝
族
歴
史
的
幾
個
問
題
⽞
は
、
楊
建
侯

と
そ
の
三
子
、
楊
伯
瑶
・
楊
仲
瑶
・
楊
砥
中
三
兄
弟
と
の
血
縁
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
以
外
に
、
楊
伯
瑶
に
つ
い
て
は
、
陸
軍
軍
官
学

校
編
⽝
陸
軍
軍
官
学
校
第
四
隊
学
生
詳
細
調
査
表
⽞
一
九
二
四
年
（⽝
近
代
中
国
史
料
叢
刊
三
編
⽞
五
七
、
台
北
：
文
海
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
影
印
、
九
三

七
～
九
三
八
頁
、
お
よ
び
陳
予
歓
⽝
初
露
鋒
芒
⽞
広
州
：
中
山
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
五
五
頁
参
照
）、
張
承
堯
⽛
民
族
上
層
知
名
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜

貴
州
省
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編
⽝
貴
州
少
数
民
族
文
史
資
料
専
輯
⽞
北
京
：
中
国
文
史
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
一
一
～
一
一
五
頁
、
貴
州
省
畢
節
地
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区
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
畢
節
地
区
志
・
人
物
志
⽞
貴
陽
：
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
⽛
楊
伯
瑶
⽜、
貴
州
省
大
方
県
地
方

志
編
纂
委
員
会
編
⽝
大
方
県
志
⽞
北
京
：
方
志
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
九
〇
六
～
九
〇
七
頁
⽛
楊
伯
瑶
⽜、
蔡
崇
林
⽛
三
上
三
円
洞
⽜
貴
州
省
人
大
常
務
会

ほ
か
編
⽝
回
顧
貴
州
解
放
（
五
）
少
数
民
族
在
解
放
貴
州
闘
争
中
的
貢
献
⽞
貴
陽
：
貴
州
民
族
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
四
～
一
〇
八
頁
（
陳
良
棟
⽛
解

放
初
期
剿
匪
活
動
回
憶
⽜
中
共
畢
節
地
委
党
史
研
究
室
ほ
か
編
⽝
烏
蒙
伏
虎
⽞
畢
節
：
同
研
究
室
ほ
か
、
二
〇
〇
六
年
、
四
二
八
～
四
三
八
頁
）、
お
よ
び
劉

正
緒
⽛
開
明
的
民
主
人
士
楊
伯
瑶
⽜⽝
貴
陽
文
史
⽞
一
、
貴
陽
：
貴
陽
市
政
協
文
史
与
学
習
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
、
五
四
～
五
六
頁
を
参
照
。
以
上
の
史
料

の
う
ち
⽝
陸
軍
軍
官
学
校
第
四
隊
学
生
詳
細
調
査
表
⽞
に
は
、⽛（
姓
名
）
楊
伯
瑶
、
職
別
：
学
生
。（
年
歳
）
廿
五
歳
。（
籍
貫
及
住
址
）
貴
州
大
定
県
鐘
慶

〔
中
箐
〕
場
。（
通
信
処
）
大
定
県
小
河
郵
局
転
交
。（
家
族
）
父
名

母
姓
健
侯

安
氏
亡
兄弟
無三
人
姉妹
無一
人
妻
姓

子
名
無無
人
。（
家
庭
主
要
職
業
）
小
康
。（
有
無
烟
酒
嗜
好
）
無
。（
有
無

宗
教
信
仰
）
無
。（
受
過
教
育
）
只
知
中
国
文
字
。（
経
過
履
歴
）
世
為
鐘
慶
〔
中
箐
〕
土
司
。（
何
時
入
党
）
民
国
十
三
年
。（
入
党
紹
介
人
及
職
業
住
址
）

貴
州
国
民
党
支
部
長
安
舜
卿
〔
安
健
〕、
現
住
広
州
東
山
廟
前
西
街
廿
三
号
。（
何
以
要
入
本
校
）
固
□
為
国
□
□
改
造
社
会
。（
入
校
介
紹
人
及
職
業
住
址
）

安
舜
卿
介
紹
、
孫
大
元
帥
〔
孫
文
〕
特
許
⽜
と
あ
る
。
こ
の
記
事
内
容
の
中
で
、
楊
伯
瑶
の
三
弟
の
う
ち
一
人
が
楊
砥
中
、
残
り
二
人
の
う
ち
の
一
人
が
楊

仲
瑶
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
楊
仲
瑶
に
つ
い
て
の
専
論
は
な
い
が
、
史
料
中
に
は
軍
閥
と
の
抗
争
で
彼
が
殺
さ
れ
た
事
件
を
一
九
三
二
年
と
す
る
も
の

（
貴
州
省
畢
節
地
区
地
方
志
・
中
国
人
民
解
放
軍
貴
州
省
畢
節
軍
分
区
軍
事
志
編
纂
員
会
編
⽝
畢
節
地
区
志
・
軍
事
志
⽞
貴
陽
：
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九

四
年
、
二
一
五
頁
、
お
よ
び
畢
節
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
畢
節
県
志
⽞
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
十
六
頁
⽛
大
事
記
〔
一
九
三
二
年
〕⽜）
と
、

旧
暦
一
九
三
三
年
正
月
と
す
る
も
の
（
前
掲
註
31
王
純
亮
ほ
か
⽛
楊
伯
瑶
与
三
元
洞
的
不
解
之
謎
⽜）
が
あ
り
、
没
年
は
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
三
年
初
め

に
か
け
て
の
時
期
と
推
測
さ
れ
る
。
残
る
一
弟
に
つ
い
て
は
、
前
掲
⽛
民
族
上
層
知
名
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜
が
早
逝
の
⽛
四
弟
〔
楊
〕
蔭
桂
⽜
に
言
及
し
、

そ
の
名
は
前
掲
⽝
畢
節
地
区
志
・
人
物
志
⽞
お
よ
び
前
掲
⽝
大
方
県
志
⽞
に
見
え
る
楊
伯
瑶
の
名
⽛
蔭
春
⽜
と
矛
盾
し
な
い
。
楊
伯
瑶
の
一
妹
に
つ
い
て
は
、

前
掲
註
36
⽛
貴
州
省
政
府
推
選
新
増
国
民
大
会
代
表
候
補
人
名
冊
（
一
九
四
六
年
四
月
）⽜
に
、⽛（
姓
名
）
楊
孝
烈
、（
年
齢
）
二
八
、（
籍
貫
）
貴
州
畢
節
、

（
略
歴
）
専
科
学
校
畢
業
、（
加
具
意
見
備
考
）
為
土
司
楊
砥
中
之
妹
、
係
辺
胞
婦
女
先
進
⽜
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
楊
伯
瑶
の
推
薦
者

が
安
舜
卿
（
健
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
子
で
あ
る
安
粤
（
毅
夫
）
が
楊
砥
中
を
⽛〔
姑
〕
表
哥
⽜（
従
兄
い
と
こ

）
と
記
述
し
て
い
る
史
料
が
注
目
さ

れ
る
（
安
毅
夫
⽛
無
悔
有
恨
⽜
前
掲
貴
州
省
人
大
常
務
会
ほ
か
編
⽝
回
顧
貴
州
解
放
（
五
）⽞
八
九
～
九
三
頁
）。
す
な
わ
ち
、
楊
砥
中
兄
弟
は
楊
懐
遠
と
⽛
安

氏
⽜、
す
な
わ
ち
安
健
の
姉
も
し
く
は
妹
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
親
戚
関
係
に
よ
っ
て
楊
伯
瑶
は
黄
埔
軍
官
学
校
に
入
学
で

き
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
安
健
に
つ
い
て
は
、
王
先
賢
⽛
民
主
革
命
先
駆
者
安
健
⽜
沙
瑪
・
加
甲
編
⽝
彝
族
人
物
録
⽞
呼
和
浩
特
：
内
蒙
古
教
育

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
七
五
～
一
七
八
頁
、
お
よ
び
六
枝
特
区
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
六
枝
特
区
志
⽞
貴
陽
：
貴
州
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、

七
九
三
～
七
九
四
頁
⽛
安
健
⽜
参
照
。
な
お
、
前
掲
註
35
李
卿
⽛
憶
彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜、
前
掲
張
承
堯
⽛
民
族
上
層
知
名
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜
お

よ
び
劉
正
緒
⽛
開
明
的
民
主
人
士
楊
伯
瑶
⽜
は
、
楊
伯
瑶
が
⽛
二
老
爺
⽜
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
、
筆
者
に
よ
る
八
堡
郷
中
箐
村
・
林
口
鎮
坪
壩
村

で
の
聞
き
取
り
調
査
で
も
楊
伯
瑶
に
長
兄
が
も
と
も
と
い
た
こ
と
を
耳
に
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。

（
38
）
⽝（
民
国
）
大
定
県
志
⽞
一
九
二
六
年
序
、
巻
十
八
・
古
跡
志
・
部
落
・
中
箐
条
（
貴
州
省
大
方
県
県
志
編
纂
委
員
会
辦
公
室
重
印
、
一
九
八
五
年
、
四
七

九
頁
）
に
は
、⽛
中
箐
、
在
〔
大
定
〕
城
北
九
十
里
、
楊
懐
遠
住
⽜
と
あ
る
。

（
39
）
八
堡
郷
中
箐
村
の
胡
昌
余
氏
（
一
九
三
四
年
生
・
漢
族
）
談
（
二
〇
一
七
年
五
月
調
査
）。

（
40
）
前
掲
註
35
⽝
楊
氏
支
譜
⽞。

（
41
）
前
掲
註
37
⽝
陸
軍
軍
官
学
校
第
四
隊
学
生
詳
細
調
査
表
⽞
参
照
。

（
42
）
大
方
県
民
族
宗
教
事
務
局
編
⽝
六
寨
苗
族
⽞
貴
陽
：
貴
州
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
四
九
頁
。

（
43
）
前
掲
註
35
李
卿
⽛
憶
彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜
お
よ
び
前
掲
註
37
張
承
堯
⽛
民
族
上
層
知
名
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
と
す
る

が
、
前
掲
註
35
李
卿
⽛⽛
憶
彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜
訂
正
⽜
は
、⽛
親
属
の
意
見
⽜
に
基
づ
い
て
前
論
を
自
己
修
正
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
の
が
史
実
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
従
う
。

（
44
）
前
掲
註
35
李
卿⽛
憶
彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜⽛⽛
憶
彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜訂
正
⽜、前
掲
註
37
張
承
堯⽛
民
族
上
層
知
名
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜、

貴
州
省
畢
節
地
区
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
畢
節
地
区
志
・
人
物
志
⽞、
貴
州
省
大
方
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
大
方
県
志
⽞、
お
よ
び
劉
正
緒
⽛
開
明
的

民
主
人
士
楊
伯
瑶
⽜
参
照
。

（
45
）
同
前
。

（
46
）
⽝（
民
国
）
貴
州
通
志
⽞
一
九
四
八
年
序
、
土
司
志
五
・
大
定
・
畢
節
県
条
、
余
宏
模
⽛
貴
州
境
内
彝
族
統
治
家
族
扯
勒
家
支
歴
史
調
査
⽜
貴
州
省
民
族
研

究
所
ほ
か
編
⽝
貴
州
民
族
調
査
（
之
六
）⽞
貴
陽
：
同
研
究
所
ほ
か
、
一
九
八
九
年
、
三
三
二
～
三
四
五
頁
。

（
47
）
前
掲
註
35
畢
節
市
林
口
鎮
新
荘
村
で
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
。
家
戛
の
地
に
残
る
楊
仲
瑶
の
関
連
遺
構
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
37
畢
節
県
地
方
志
編
纂
委

員
会
編
⽝
畢
節
県
志
⽞
一
一
一
二
頁
⽛
加
嘎
橋
⽜・
一
一
一
五
頁
⽛
新
荘
亭
⽜、
王
純
亮
ほ
か
前
掲
註
31
⽛
楊
伯
瑶
与
三
元
洞
的
不
解
之
謎
⽜、
お
よ
び
鄒
芝
樺

⽝
中
国
古
彝
最
後
的
土
司
荘
園
⽞
貴
陽
：
貴
州
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
二
〇
〇
～
二
一
五
頁
を
参
照
。
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（
48
）
前
掲
註
37
貴
州
省
畢
節
地
区
地
方
志
・
中
国
人
民
解
放
軍
貴
州
省
畢
節
軍
分
区
軍
事
志
編
纂
員
会
編
⽝
畢
節
地
区
志
・
軍
事
志
⽞、
畢
節
県
地
方
志
編
纂
委

員
会
編
⽝
畢
節
県
志
⽞、
お
よ
び
前
掲
註
31
王
純
亮
ほ
か
⽛
楊
伯
瑶
与
三
元
洞
的
不
解
之
謎
⽜
参
照
。
猶
禹
九
に
つ
い
て
は
、
李
祖
民
著
・
貴
州
省
政
協
文
史

与
学
習
委
員
会
編
⽝
黔
軍
史
略
⽞
貴
陽
：
貴
州
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
八
六
～
二
八
九
頁
参
照
。

（
49
）
前
掲
註
46
余
宏
模
⽛
貴
州
境
内
彝
族
統
治
家
族
扯
勒
家
支
歴
史
調
査
⽜、
お
よ
び
前
掲
註
31
王
純
亮
ほ
か
⽛
楊
伯
瑶
与
三
元
洞
的
不
解
之
謎
⽜
参
照
。
中
共

建
国
前
夜
に
楊
伯
瑶
が
実
際
に
三
円
洞
（
三
元
洞
）
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
37
蔡
崇
林
⽛
三
上
三
円
洞
⽜
参
照
。
な
お
、
余
若

纂

修
・
楊
芳
枝
校
訂
⽝
且
蘭
攷
⽞
一
九
四
一
年
序
（
前
掲
註
32
武
内
房
司
編
⽝
彝
族
族
譜
資
料
（
Ⅰ
）⽞
お
よ
び
余
若

ほ
か
⽝
且
蘭
考
・
貴
州
民
族
概
略
⽞
貴

州
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
所
収
）
巻
末
に
⽛
佳
戞
総
宗
祠
対
聯
⽜⽛
佳
戞
橋
上
仲
瑶
夫
婦
繫
思
碑
対
聯
⽜⽛（
且
蘭
楊
氏
宗
祠
）
扁
額
⽜
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
本
⽝
且
蘭
攷
⽞
は
、
写
本
と
し
て
伝
世
し
、
そ
の
一
つ
を
楊
伯
瑶
が
保
存
し
て
い
た
も
の
が
、
影
印
本
の
底
本
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
余
宏
模
著
・
武

内
房
司
訳
⽛⽝
且
蘭
考
⽞
前
言
⽜
前
掲
武
内
房
司
編
⽝
彝
族
族
譜
資
料
（
Ⅰ
）⽞
一
～
五
頁
）。⽛
佳
戞
総
宗
祠
対
聯
⽜
な
ど
の
記
述
は
、
家
戛
を
継
承
し
た
楊

伯
瑶
の
手
に
よ
っ
て
補
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
50
）
前
掲
註
46
⽝（
民
国
）
貴
州
通
志
⽞、
余
宏
模
⽛
貴
州
境
内
彝
族
統
治
家
族
扯
勒
家
支
歴
史
調
査
⽜、
お
よ
び
前
掲
註
31
王
純
亮
ほ
か
⽛
楊
伯
瑶
与
三
元
洞
的

不
解
之
謎
⽜
参
照
。
且
蘭
楊
氏
の
族
譜
⽝
楊
氏
支
譜
⽞
が
宗
族
内
の
管
業
地
を
め
ぐ
る
紛
糾
を
背
景
に
楊
芳
枝
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
35
を
参
照
。
楊
芳
枝
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
49
余
宏
模
⽛⽝
且
蘭
考
⽞
前
言
⽜
三
頁
を
参
照
。
北
肇
土
目
衙
門
に
つ
い
て
は
、
前
掲

註
47
鄒
芝
樺
⽝
中
国
古
彝
最
後
的
土
司
荘
園
⽞
一
八
六
～
一
九
九
頁
、
お
よ
び
前
掲
註
37
畢
節
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
畢
節
県
志
⽞
一
一
一
七
～
一
一

一
八
頁
⽛
北
肇
山
荘
土
司
荘
園
遺
址
⽜
を
参
照
。

（
51
）
同
前
⽛
北
肇
山
荘
土
司
荘
園
遺
址
⽜。

（
52
）
前
掲
註
31
王
純
亮
ほ
か
⽛
楊
伯
瑶
与
三
元
洞
的
不
解
之
謎
⽜。

（
53
）
貴
州
省
畢
節
県
人
民
政
府
編
⽝
貴
州
省
畢
節
県
地
名
録
⽞
畢
節
：
同
政
府
、
一
九
八
五
年
序
、
四
一
六
頁
、
お
よ
び
前
掲
註
35
林
口
鎮
坪
壩
村
で
の
聞
き

取
り
調
査
結
果
。

（
54
）
前
掲
註
10
楊
耀
健
⽛
土
司
夫
人
伝
奇
⽜⽛
土
司
夫
人
戴
瓊
英
⽜。

（
55
）
隴
承
弼
ほ
か
編
⽝
芒
部
野
登
隴
氏
考
⽞
不
明
、
二
〇
〇
九
年
、
十
四
頁
に
は
⽛
隴
維
崧
…
…
次
女
体
智
適
畢
節
加
嘎
土
司
楊
砥
中
⽜
と
あ
り
、
隴
賢
君
⽝
彝

族
芒
部
源
流
史
⽞
昆
明
：
雲
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
二
二
五
頁
に
は
⽛〔
隴
〕
維
崧
生
五
女
、
…
…
体
智
適
畢
記
〔
節
〕
加
嘎
土
司
楊
砥
中
⽜
と
あ

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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る
。
芒
部
野
登
隴
氏
の
祖
地
で
あ
る
⽛
芒
部
野
登
壩
⽜
は
、
現
雲
南
省
鎮
雄
県
芒
部
鎮
松
林
村
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
八
月
現
地
調
査
）。
鎮
雄
隴
氏
が
水
西

安
氏
と
⽛
同
宗
同
祖
⽜
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
34
温
春
来
⽝
従
⽛
異
域
⽜
到
⽛
旧
疆
⽜⽞
一
一
四
～
一
二
一
頁
参
照
。

（
56
）
中
華
人
民
共
和
国
地
方
志
叢
書
彝
良
県
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
彝
良
県
志
⽞
昆
明
：
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
六
六
五
頁
⽛
隴
体
芳
⽜、
お
よ
び
朱

玉
芳
⽝
光
華
之
子
⽞
昆
明
：
雲
南
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
五
六
頁
。

（
57
）
畢
節
市
林
口
鎮
坪
壩
村
の
文
林
珍
氏
（
一
九
三
〇
年
生
・
漢
族
）
談
（
二
〇
一
七
年
八
月
調
査
）。

（
58
）
前
掲
註
37
参
照
。

（
59
）
前
掲
註
55
隴
賢
君
⽝
彝
族
芒
部
源
流
史
⽞
二
二
六
～
二
二
八
頁
に
は
、⽛
隴
徳
超
、
…
…
字
承
宗
、
号
亜
鵬
、
黄
埔
軍
校
昆
明
五
分
校
十
八
期
軍
官
隊
畢
業
、

歴
任
排
・
連
長
、
鎮
雄
自
衛
大
隊
長
、
帯
蜀
区
分
部
書
記
、
鎮
彝
威
剿
匪
指
揮
部
大
隊
長
等
職
。
住
坡
頭
・
母
享
等
地
、
年
収
租
七
百
石
、
有
槍
二
百
餘
支
。

娶
…
…
楊
氏
煥
霞
⽜
と
あ
る
。
一
方
、
前
掲
註
37
蔡
崇
林
⽛
三
上
三
円
洞
⽜
一
〇
四
～
一
〇
八
頁
に
は
、
一
九
五
〇
年
初
頃
に
中
共
先
遣
隊
が
政
権
へ
の
協

力
を
求
め
に
三
円
洞
を
訪
れ
た
際
の
故
事
と
し
て
、
三
円
洞
に
い
た
武
装
彝
族
を
指
し
て
楊
伯
瑶
が
⽛
這
是
雲
南
鎮
雄
大
土
司
龐
徳
建
派
来
的
武
装
。
龐
徳

建
是
雲
南
大
土
司
、
家
中
有
槍
一
千
多
支
、
真
可
謂
実
力
雄
厚
。
今
天
、
龐
徳
建
派
一
班
武
装
来
、
是
来
搶
親
的
⽜
と
述
べ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
。
両
記

事
の
名
前
⽛
隴
徳
超
⽜⽛
龐
徳
建
⽜
は
、
文
字
と
し
て
相
似
す
る
が
一
致
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
掲
註
46
余
宏
模
⽛
貴
州
境
内
彝
族
統
治
家
族
扯
勒
家
支

歴
史
調
査
⽜
三
四
〇
頁
に
は
、⽛
兄
楊
伯
瑶
承
管
其
〔
弟
楊
仲
瑶
〕
業
、
並
承
管
中
箐
（
今
大
方
県
瓢
井
区
中
箐
彝
族
郷
）
土
目
産
業
直
至
解
放
。
楊
伯
瑶
全

家
及
其
弟
楊
仲
瑶
遺
下
三
女
：
煥
霞
・
煥
雲
・
煥
霖
都
参
加
了
工
作
⽜
と
あ
る
。
三
者
が
同
一
女
子
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
60
）
栗
原
悟
⽛
明
代
彝
族
系
土
司
に
み
ら
れ
る
種
族
連
合
の
紐
帯
⽜⽝
東
南
ア
ジ
ア
─
歴
史
と
文
化
⽞
十
一
、
東
京
：
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
、
一
九
八
二
年
、

一
〇
一
～
一
二
四
頁
、
お
よ
び
沈
乾
芳
⽝
社
会
変
革
時
期
的
彝
族
婚
姻
形
態
研
究
（
一
三
六
八
─
一
九
四
九
年
）⽞
北
京
：
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
61
）
趙
欲
樵
⽛
回
顧
畢
節
解
放
用
当
年
革
命
精
神
進
行
⽛
四
化
⽜
建
設
⽜
中
共
貴
州
省
畢
節
地
委
党
史
辦
公
室
編
⽝
回
顧
畢
節
解
放
闘
争
⽞
畢
節
：《
畢
節
地
区

党
史
資
料
》
編
輯
部
、
一
九
八
九
年
、
六
七
頁
。

（
62
）
当
今
の
統
戦
工
作
に
つ
い
て
は
、
中
央
統
戦
部
編
⽝
中
国
共
産
党
統
一
戦
線
工
作
条
例
（
試
行
）⽞
北
京
：
華
文
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
を
参
照
。

（
63
）
原
文
は
⽛
楊
砥
中
就
是
川
滇
黔
辺
区
畢
節
・
古
藺
・
叙
永
・
威
信
・
鎮
雄
・
昭
通
六
県
苗
胞
的
土
司
。
楊
氏
継
承
父
業
統
制
這
一
小
局
面
。
他
是
個
地
主
、

在
這
六
県
内
有
地
畝
一
千
二
百
頃
合
十
二
万
畝
、
当
然
是
個
大
地
主
、
他
有
佃
戸
九
千
五
百
家
⽜
で
あ
る
。
仲
裁
⽛
川
滇
黔
辺
区
游
撃
領
袖
楊
砥
中
説
服
了

来
使
⽜⽝
中
声
晩
報
⽞
一
九
五
一
年
十
一
月
八
日
（
前
掲
註
36
〈
楊
砥
中
〉
檔
案
所
収
）。
同
記
事
に
は
、⽛
民
国
三
十
六
年
、
中
央
実
行
憲
政
、
各
地
普
選
国

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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大
代
表
之
時
、
楊
砥
中
就
被
畢
節
県
推
選
国
大
代
表
、
在
他
未
当
選
国
代
之
前
、
…
…
蔣
介
石
…
…
委
以
西
南
苗
胞
代
表
、
設
辦
事
処
於
重
慶
…
…
、
筆
者

曾
訪
他
数
次
、
…
至
抗
戦
勝
利
、
楊
氏
随
政
府
遷
南
京
、
…
…
共
産
党
興
兵
叛
国
、
進
襲
南
京
之
時
、
他
又
…
…
遷
回
重
慶
…
…
、
筆
者
又
趨
晤
於
戦
時
首

都
。
…
…
誰
知
日
前
有
客
人
自
畢
節
来
講
述
楊
砥
中
的
動
態
、
…
…
⽜
と
あ
っ
て
、
記
述
は
一
定
の
信
憑
性
を
持
つ
。
な
お
筆
者
の
旧
稿
で
は
、
掲
載
紙
を

⽛
中
市
晩
報
⽜
と
判
読
し
て
い
た
が
（
前
掲
註
⚑
拙
稿
⽛
楊
砥
中
と
民
国
晩
期
の
西
南
中
国
⽜
註
43
）、
そ
の
後
、
同
一
の
檔
案
整
理
担
当
者
に
よ
る
と
見
ら

れ
る
切
り
抜
き
記
事
の
書
き
込
み
に
⽛
中
声
日
報
⽜
と
判
読
で
き
る
も
の
が
見
出
さ
れ
た
の
で
、
当
時
、⽝
日
報
⽞
と
⽝
晩
報
⽞
を
発
行
し
て
い
た
⽛
反
共
⽜

華
文
新
聞
で
あ
る
こ
と
を
手
掛
か
り
に
、
掲
載
紙
を
⽝
中
声
晩
報
⽞（
香
港
：
自
由
出
版
社
）
と
自
己
修
正
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
64
）
⽛
貴
州
省
少
数
民
族
問
題
的
報
告
（
一
九
五
〇
年
）⽜
中
共
貴
州
省
委
党
史
研
究
室
ほ
か
編
⽝
建
国
後
貴
州
省
重
要
文
献
選
編
（
一
九
四
九
年
─
一
九
五
〇

年
）⽞
貴
陽
：
同
研
究
室
ほ
か
、
二
〇
〇
七
年
、
六
四
頁
。

（
65
）
前
掲
註
55
隴
賢
君
⽝
彝
族
芒
部
源
流
史
⽞
二
二
七
頁
。

（
66
）
原
文
は
⽛
楊
砥
中
係
⽛
三
辺
⽜
一
覇
、
据
当
地
帯
蜀
郷
（
現
坡
頭
一
帯
）
石
里
岩
住
民
劉
金
武
在
其
上
訴
状
中
称
、⽛
楊
匪
砥
中
者
、
因
覇
占
田
産
、
号
称

当
地
土
目
、
仍
踏
先
兄
楊
仲
瑶
復
輒
〔
轍
〕、
覇
占
北
肇
、
収
納
亡
命
慣
匪
張
世
倫
・
張
金
庭
・
羅
定
安
・
周
欽
・
鄧
樹
雲
等
、
估
〔
姑
〕
提
民
槍
、
擅
貯
武

器
、
私
設
王
法
、
拉
牽
吊
撬
、
縦
党
奸
淫
、
焼
殺
搶
擄
、
等
々
悪
迹
、
難
以
枚
挙
、
而
北
肇
万
家
弱
小
、
於
淫
威
無
敢
伸
訴
…
…
⽜⽜
で
あ
る
。
劉
順
和
整
理

⽛
川
滇
黔
辺
区
游
撃
縦
隊
鎮
雄
母
享
游
撃
隊
（
下
）⽜
前
掲
註
31
鎮
雄
県
委
党
史
徴
集
研
究
室
編
⽝
紅
旗
巻
起
農
奴
戟
⽞
一
三
三
～
一
三
五
頁
。

（
67
）
原
文
は
、⽛
隴
承
堯
是
鎮
雄
坡
頭
営
上
人
、
乃
父
与
其
弟
多
年
盤
踞
於
坡
頭
・
母
享
一
帯
、
在
当
地
兼
併
土
地
、
魚
肉
人
民
、
無
悪
不
作
。
当
地
農
民
在
家

破
人
亡
、
走
投
無
路
的
情
況
下
被
迫
挺
而
走
険
、
嘯
聚
山
林
、
打
富
済
貧
。
因
此
、
母
享
・
坡
頭
一
帯
、
素
被
称
為
⽛
匪
盗
出
没
之
藪
、
土
棍
蔵
匿
之
区
⽜⽜

で
あ
る
。
雨
鈴
⽛
隴
承
堯
其
人
⽜
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
雲
南
省
鎮
雄
県
委
員
会
文
史
資
料
研
究
委
員
会
編
⽝
鎮
雄
文
史
資
料
⽞
一
、
鎮
雄
：
同
委
員
会
、

一
九
八
九
年
、
一
二
〇
頁
。

（
68
）
当
時
、
こ
の
三
省
境
界
地
域
に
暮
ら
し
て
い
た
漢
人
に
と
っ
て
、
地
元
で
優
勢
な
彝
族
エ
リ
ー
ト
た
ち
か
ら
受
け
る
圧
迫
感
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
廉
臣
（
陳
雲
）⽛
随
軍
西
行
見
聞
録
⽜
一
九
三
五
年
（
人
民
出
版
社
編
⽝
中
国
工
農
紅
軍
第
一
方
面
軍
長
征
記
⽞
北
京
：
同
出
版
社
、

一
九
五
五
年
、
二
四
頁
）。
前
掲
註
19
潘
先
林
⽝
民
国
雲
南
彝
族
統
治
集
団
研
究
⽞
一
一
五
頁
参
照
。

（
69
）
林
口
鎮
坪
壩
村
に
現
存
。
本
石
碑
は
建
国
後
の
政
治
運
動
で
引
き
倒
さ
れ
て
傍
ら
の
道
路
の
敷
石
と
さ
れ
た
が
、
村
人
た
ち
は
あ
え
て
そ
の
碑
陰
を
上
に

向
け
て
置
く
こ
と
で
碑
文
の
摩
耗
を
防
ぎ
、
そ
の
後
、
道
路
か
ら
掘
り
返
し
て
元
の
場
所
に
据
え
直
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
現
地
で
聞
い
た
（
二
〇
一

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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七
年
八
月
筆
者
調
査
）。
な
お
、
碑
文
内
容
は
、
前
掲
註
37
⽝
畢
節
県
志
⽞
一
一
二
六
～
一
一
二
七
頁
⽛
黔
辺
保
障
碑
⽜
に
見
え
る
。

（
70
）
原
文
は
、⽛
林
口
鎮
原
鎮
長
、
六
六
歳
的
新
荘
人
周
尚
松
…
…
据
周
尚
松
介
紹
、
到
目
前
為
止
、
很
多
当
地
老
年
人
仍
然
称
為
⽛
加
嘎
⽜
家
。
…
…
加
嘎
法

紀
厳
明
、
很
有
威
望
、
聴
説
他
們
抓
住
匪
頭
要
斬
首
、
抓
住
小
偸
要
把
耳
朶
割
掉
、
当
地
人
楊
定
安
是
専
門
為
他
家
行
刑
的
人
。
在
很
長
時
間
内
、
当
地
夜

不
閉
戸
、
路
不
拾
遺
⽜
で
あ
る
。
前
掲
註
31
王
純
亮
ほ
か
⽛
楊
伯
瑶
与
三
元
洞
的
不
解
之
謎
⽜。

（
71
）
楊
仲
瑶
の
先
祖
が
清
代
中
葉
に
架
け
た
⽛
加
嘎
橋
⽜
の
傍
ら
に
自
ら
再
建
し
た
石
碑
に
も
、
彼
の
⽛
徳
政
⽜
の
様
子
が
刻
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
碑

は
一
九
六
〇
年
代
に
破
壊
さ
れ
た
と
い
う
。
前
掲
註
37
⽝
畢
節
県
志
⽞
一
一
一
二
頁
⽛
加
嘎
橋
⽜
参
照
。

（
72
）
原
文
は
、⽛
楊
伯
瑶
…
…
廃
除
土
司
制
度
和
千
百
年
来
遺
留
下
来
的
陳
規
旧
習
、
宣
布
不
再
収
鶏
租
・
猪
租
、
扯
手
銭
（
佃
戸
在
主
人
家
辦
婚
喪
事
時
応
交

納
的
銭
）
等
、
佃
戸
向
国
家
上
納
的
糧
賦
、
不
再
由
転
于
（
即
二
道
地
主
）
代
上
、
由
佃
戸
直
接
交
納
、
収
成
不
好
的
年
代
、
還
給
佃
戸
減
免
租
谷
。
在
人

際
関
係
上
、
不
要
郷
人
按
旧
俗
称
呼
他
為
⽛
二
老
爺
⽜、
一
律
按
世
誼
和
年
齢
称
伯
叔
或
兄
弟
、
革
除
佃
戸
進
屋
只
站
不
坐
的
規
距
〔
矩
〕、
…
…
更
進
而
革

除
了
佃
農
見
⽛
官
⽜
老
爺
要
行
跪
拝
礼
的
旧
俗
。
招
待
来
客
、
不
因
貴
賤
親
疏
搞
繁
文
褥
節
、
而
是
飯
同
甑
、
菜
同
鍋
⽜
で
あ
る
。
前
掲
註
35
李
卿
⽛
憶
彝

族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜。

（
73
）
原
文
は
、⽛
他
本
人
一
反
他
父
親
封
建
的
積
習
、
樹
立
下
民
主
的
郷
鎮
村
寨
□
□
、
他
主
張
地
主
与
佃
農
建
立
合
理
関
係
、
也
即
是
改
善
佃
農
繳
佃
租
制
度
、

由
六
四
租
賦
改
為
五
五
租
賦
（
六
四
租
即
是
地
主
収
六
成
佃
戸
僅
得
四
成
、
五
五
租
意
思
是
地
主
与
佃
戸
各
半
。
田
賦
一
律
由
地
主
負
担
）、
経
過
這
次
改
革

租
賦
之
後
、
人
人
称
快
□
、
遥
遠
各
県
佃
戸
跑
来
他
的
区
域
内
申
請
租
佃
耕
地
者
、
絡
繹
不
絶
⽜
で
あ
る
。
前
掲
註
63
仲
裁
⽛
川
滇
黔
辺
区
游
撃
領
袖
楊
砥

中
説
服
了
来
使
⽜。
掲
載
紙
と
執
筆
者
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
同
註
参
照
。

（
74
）
楊
万
選
⽛
貴
州
省
大
定
県
的
農
民
⽜⽝
東
方
雑
誌
⽞
二
四
─
十
六
、
上
海
：
東
方
雑
誌
社
、
一
九
二
七
年
、
十
五
～
二
十
頁
、
丁
道
謙
⽛
滇
黔
二
省
租
佃
制

度
⽜⽝
財
政
評
論
⽞
四
─
六
、
重
慶
・
桂
林
：
財
政
評
論
社
、
一
九
四
〇
年
、
七
七
～
九
二
頁
、
擎
天
⽛
雲
貴
両
省
租
佃
制
度
之
研
究
⽜⽝
西
南
辺
疆
⽞
十
三
、

成
都
：
西
南
辺
疆
月
刊
社
、
一
九
四
一
年
、
一
一
〇
八
～
一
一
二
三
頁
、
お
よ
び
⽛
関
於
対
畢
節
地
区
少
数
民
族
進
行
減
租
的
請
示
（
一
九
五
〇
年
十
月
一

日
）⽜
前
掲
註
64
中
共
貴
州
省
委
党
史
研
究
室
ほ
か
編
⽝
建
国
後
貴
州
省
重
要
文
献
選
編
（
一
九
四
九
年
─
一
九
五
〇
年
）⽞
二
七
四
頁
。

（
75
）
原
文
は
、⽛
畢
節
是
個
多
民
族
雑
居
的
地
方
、
…
…
⽛
土
司
⽜・⽛
土
目
⽜・⽛
官
家
⽜
的
剥
削
、
到
了
駭
人
聴
聞
的
程
度
。
一
些
較
大
的
土
司
如
楊
南
普
・
楊

仿
岩
・
安
伯
朋
・
楊
維
宇
・
楊
必
楼
等
都
占
有
大
量
的
土
地
、
擁
有
不
少
的
佃
戸
。
他
們
出
租
的
土
地
一
般
是
倒
四
六
分
租
或
者
倒
三
七
分
租
（
土
司
得
六

成
或
七
成
）、
毎
過
一
両
年
、
要
換
佃
一
次
、
毎
次
都
要
加
⽛
頂
銀
⽜、
否
則
要
抽
佃
。
土
司
家
婚
喪
嫁
娶
時
、
各
佃
戸
要
繳
納
各
種
⽛
分
子
⽜
如
⽛
牛
分
子
⽜・

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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⽛
馬
分
子
⽜・⽛
猪
分
子
⽜・⽛
鶏
分
子
⽜
等
等
。
毎
家
佃
戸
応
繳
什
麼
⽛
分
子
⽜、
要
看
佃
租
的
土
地
多
寡
而
定
、
佃
租
土
地
多
的
要
繳
⽛
牛
分
子
⽜
或
⽛
馬
分

子
⽜、
一
般
的
繳
⽛
猪
分
子
⽜、
少
的
也
要
繳
納
⽛
鶏
分
子
⽜
或
⽛
鴨
分
子
⽜、
無
一
倖
免
。
至
於
各
種
⽛
銭
糧
⽜、
更
是
名
目
繁
多
。
過
河
要
⽛
過
河
銭
⽜、
揺

風
簸
要
⽛
手
糧
銭
⽜、
対
催
租
人
除
請
他
吃
酒
外
、
還
要
開
⽛
脚
歩
銭
⽜。
土
司
家
死
了
人
、
佃
戸
除
了
出
⽛
分
子
⽜
外
、
還
要
繳
納
⽛
擡
棺
材
銭
⽜・⽛
守
墳

銭
⽜。
同
時
、
在
毎
個
大
土
司
的
家
中
、
都
私
設
了
専
門
鎮
圧
佃
戸
的
⽛
法
廷
⽜、
刑
具
・
黒
洞
等
、
佃
戸
如
有
不
繳
納
租
子
・⽛
分
子
⽜
的
、
或
者
偶
有
不
如

土
司
意
的
、
就
要
受
到
罰
・
打
・
関
・
殺
。
…
…
普
宜
区
公
子
郷
…
…
全
郷
三
百
八
十
多
戸
苗
族
人
民
、
解
放
前
都
是
大
土
司
楊
維
宇
的
佃
戸
。
他
們
一
年

辛
苦
労
働
所
生
産
出
来
糧
食
、
有
百
分
之
八
十
以
上
繳
納
租
子
和
官
糧
去
了
、
因
此
他
們
一
年
中
起
碼
有
半
年
以
上
是
靠
挖
蕨
根
、
吃
樹
葉
過
活
、
年
年
都

有
餓
死
人
的
現
象
発
生
⽜
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
畢
節
県
委
員
会
編
⽝
闊
歩
前
進
的
畢
節
⽞（
貴
州
解
放
十
周
年
紀
念
叢
書
）、
貴
陽
：
貴
州
人
民
出
版
社
、

一
九
六
〇
年
、
一
七
一
～
一
七
二
頁
。

（
76
）
前
掲
註
46
余
宏
模
⽛
貴
州
境
内
彝
族
統
治
家
族
扯
勒
家
支
歴
史
調
査
⽜
三
四
〇
～
三
四
一
頁
。

（
77
）
⽛
楊
碧
婁
（
楼
）⽜
に
つ
い
て
は
中
共
畢
節
地
委
党
史
研
究
室
ほ
か
編
⽝
烏
蒙
磅
礴
⽞（
畢
節
地
区
党
史
資
料
叢
書
十
五
）、
畢
節
：
同
研
究
室
、
一
九
九
六

年
、
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
に
、
ま
た
⽛
楊
畢
婁
⽜
に
つ
い
て
は
李
明
典
⽛
打
鼓
坪
戦
闘
⽜
前
掲
⽝
烏
蒙
磅
礴
⽞
二
八
二
頁
に
見
え
る
。
鎌
刀
湾
土
司
に
つ
い

て
は
、
前
掲
註
46
余
宏
模
⽛
貴
州
境
内
彝
族
統
治
家
族
扯
勒
家
支
歴
史
調
査
⽜
三
四
一
頁
を
参
照
。
前
掲
註
47
鄒
芝
樺
⽝
中
国
古
彝
最
後
的
土
司
荘
園
⽞
二

三
八
～
二
三
九
頁
は
、
楊
仲
瑶
の
娘
の
楊
煥
雲
に
よ
る
口
述
を
記
録
し
、
そ
こ
に
は
⽛
五
爺
爺
楊
碧
楼
⽜
と
あ
る
。
楊
仲
瑶
の
父
親
の
楊
懐
遠
が
、
且
蘭
楊

氏
鎮
西
支
派
の
楊
紹
煦
の
次
子
で
、
五
子
が
楊
光
遠
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
35
⽝
楊
氏
支
譜
⽞
お
よ
び
前
掲
註
10
楊
砥
中
⽝
有
関
涼
山
彝
族

歴
史
的
幾
個
問
題
⽞
参
照
。

（
78
）
前
掲
註
35
畢
節
市
林
口
鎮
坪
壩
村
で
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
。

（
79
）
李
卿
⽛
畢
節
県
彝
族
社
会
歴
史
概
況
⽜
貴
州
省
志
民
族
志
編
委
会
編
⽝
民
族
志
資
料
匯
編
（
八
）⽞
貴
陽
：
同
会
、
一
九
八
九
年
、
七
～
十
九
頁
、
前
掲
註

49
余
宏
模
⽛⽝
且
蘭
考
⽞
前
言
⽜
三
頁
、
お
よ
び
前
掲
註
47
鄒
芝
樺
⽝
中
国
古
彝
最
後
的
土
司
荘
園
⽞
一
七
三
頁
。

（
80
）
前
掲
註
55
隴
賢
君
⽝
彝
族
芒
部
源
流
史
⽞
二
二
六
～
二
二
七
頁
。

（
81
）
前
掲
註
68
廉
臣
（
陳
雲
）⽛
随
軍
西
行
見
聞
録
⽜
三
十
～
三
一
頁
。
前
掲
註
19
潘
先
林
⽝
民
国
雲
南
彝
族
統
治
集
団
研
究
⽞
一
一
五
頁
参
照
。

（
82
）
東
亜
同
文
会
支
那
省
別
全
誌
刊
行
会
編
⽝
新
修
支
那
省
別
全
誌
（
四
）
貴
州
省
（
上
）⽞
東
京
：
同
会
、
一
九
四
三
年
、
一
八
〇
～
一
八
八
頁
、
王
春
英
⽛
試

論
国
民
政
府
基
層
組
織
⽜⽝
四
川
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）⽞
六
、
成
都
：
同
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
一
二
八
～
一
三
五
頁
、
お
よ
び
味
岡
徹
⽛
国
民

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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党
政
権
の
地
方
行
政
改
革
⽜
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
⽝
民
国
後
期
中
国
国
民
党
政
権
の
研
究
⽞
八
王
子
：
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
、
一
八

九
～
二
二
八
頁
。

（
83
）
同
時
代
の
民
主
派
知
識
人
に
よ
る
評
価
は
、
費
孝
通
⽛
基
層
行
政
的
僵
化
⽜⽝
郷
土
重
建
⽞
上
海
：
観
察
社
、
一
九
四
八
年
、
四
二
～
五
三
頁
、
お
よ
び
同

⽛
損
蝕
冲
洗
下
的
郷
土
⽜
同
前
書
、
六
五
～
七
八
頁
参
照
。

（
84
）
王
先
明
⽛
近
代
士
紳
階
級
的
分
化
与
基
層
政
権
的
蛻
化
⽜⽝
浙
江
社
会
科
学
⽞
四
、
杭
州
：
浙
江
社
会
科
学
雑
誌
社
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
六
～
一
〇
九
頁
、

王
奇
生
⽛
民
国
時
期
郷
村
権
力
結
構
的
演
変
⽜
周
積
明
ほ
か
編
⽝
中
国
社
会
史
論
⽞
武
漢
：
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
下
巻
五
四
九
～
五
九
〇
頁
、

お
よ
び
王
奇
生
⽛
区
郷
保
甲
⽜⽝
革
命
与
反
革
命
⽞
北
京
：
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
四
〇
八
～
四
一
七
頁
。
こ
の
ほ
か
、
近
年
の
優
れ
た
関

連
研
究
と
し
て
、
林
済
⽛
近
代
郷
紳
与
宗
族
社
会
⽜
章
開
沅
ほ
か
編
⽝
中
国
近
代
史
上
的
官
紳
商
学
⽞
武
漢
：
湖
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
七
一

～
四
六
九
頁
、
お
よ
び
田
原
史
起
⽝
二
十
世
紀
中
国
の
革
命
と
農
村
⽞（
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
一
二
四
）、
東
京
：
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
が
あ
る
。

（
85
）
前
掲
註
35
李
卿⽛
憶
彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜⽛⽛
憶
彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜訂
正
⽜、前
掲
註
37
張
承
堯⽛
民
族
上
層
知
名
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜、

貴
州
省
畢
節
地
区
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
畢
節
地
区
志
・
人
物
志
⽞、
貴
州
省
大
方
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
大
方
県
志
⽞、
お
よ
び
劉
正
緒
⽛
開
明
的

民
主
人
士
楊
伯
瑶
⽜。

（
86
）
前
掲
註
35
李
卿
⽛
憶
彝
族
愛
国
人
士
楊
伯
瑶
先
生
⽜、
お
よ
び
前
掲
註
42
大
方
県
民
族
宗
教
事
務
局
編
⽝
六
寨
苗
族
⽞
二
九
～
三
〇
頁
。

（
87
）
前
掲
註
31
王
純
亮
ほ
か
⽛
楊
伯
瑶
与
三
元
洞
的
不
解
之
謎
⽜。

（
88
）
前
掲
註
35
畢
節
市
林
口
鎮
坪
壩
村
で
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
。

（
89
）
同
前
。

（
90
）
前
掲
註
37
畢
節
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
⽝
畢
節
県
志
⽞
一
一
一
七
～
一
一
一
八
頁
⽛
北
肇
山
荘
土
司
荘
園
遺
址
⽜。

（
91
）
林
耀
華
⽝
涼
山
夷
家
⽞
上
海
：
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年
、
八
二
～
九
一
頁
ほ
か
。

【
図
版
出
典
】
写
真
⚑
：
国
民
大
会
秘
書
処
編
⽝
国
民
大
会
実
録
⽞
南
京
：
同
処
、
一
九
四
六
年
、⽛
国
民
大
会
代
表
肖
像
⽜
図
版
、
写
真
⚒
：
前
掲
註
31
畢
節
市

七
星
関
区
党
史
地
方
志
辦
公
室
編
⽝
鶏
鳴
三
省
文
史
資
料
輯
⽞
口
絵
図
版
、
写
真
⚓
・
⚔
：
国
史
館
提
供
⽛
国
民
政
府
主
席
蔣
中
正
与
川
康
夷
族
観
光
団
合

影
⽜（〈
領
袖
照
片
資
料
輯
集
（
八
）
／
一
〇
六
〉、《
蔣
中
正
総
統
文
物
／
照
片
／
主
題
／
総
類
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
二
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
一

⽛
夷
苗
⽜
連
帯
の
夢
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〇
Ｐ
（
数
位
典
蔵
号
：
〇
〇
二
─
〇
五
〇
一
〇
一
─
〇
〇
〇
一
〇
─
一
〇
六
）、
お
よ
び
⽛
川
康
夷
族
観
光
団
向
国
民
政
府
主
席
蔣
中
正
献
旗
⽜（〈
領
袖
照
片

資
料
輯
集
（
八
）
／
一
〇
五
〉、《
蔣
中
正
総
統
文
物
／
照
片
／
主
題
／
総
類
》、
国
史
館
蔵
、
入
蔵
登
録
号
：
〇
〇
二
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
一
〇
Ｐ
（
数
位
典
蔵

号
：
〇
〇
二
─
〇
五
〇
一
〇
一
─
〇
〇
〇
一
〇
─
一
〇
五
）、
写
真
⚕
：
筆
者
撮
影
（
二
〇
一
七
年
五
月
）、
写
真
⚖
～
10
・
13
～
17
：
筆
者
撮
影
（
二
〇
一

七
年
八
月
）、
写
真
11
・
12
：
筆
者
撮
影
（
二
〇
一
六
年
九
月
）。

【
謝
辞
】
本
稿
は
、
平
成
二
七
～
二
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）⽛
中
国
共
産
党
と
多
民
族
史
論
⽜（
研
究
代
表
者
：
吉
開
将
人
、
研

究
課
題
番
号
：
一
五
Ｋ
〇
二
八
八
六
）、
お
よ
び
平
成
三
十
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）⽛
一
九
四
九
年
前
後
の
西
南
中
国
民
族

エ
リ
ー
ト
の
覚
醒
と
帰
趨
に
関
す
る
史
料
批
判
主
義
的
再
検
討
⽜（
研
究
代
表
者
：
吉
開
将
人
、
研
究
課
題
番
号
：
一
八
Ｈ
〇
〇
七
一
八
）
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
本
稿
第
二
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、⽛
一
九
四
九
年
前
後
の
西
南
中
国
に
関
す
る
⽛
史
料
批
判
⽜
の
諸
相
⽜（
新
規
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⽛
一

九
四
九
年
前
後
の
西
南
民
族
エ
リ
ー
ト
の
覚
醒
と
帰
趨
に
関
す
る
史
料
批
判
主
義
的
再
検
討
⽜
キ
ッ
ク
オ
フ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
第
二
八
九
回
北
海
道
大
学

東
洋
史
談
話
会
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
六
日
）、⽛
史
料
考
証
与
⽛
民
族
、
族
群
⽜
研
究
：
学
術
史
、
思
想
史
以
及
非
漢
族
精
英
研
究
⽜（⽛
民
族
、
族
群
与
社

群
的
研
究
反
思
⽜
学
術
研
討
会
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
九
月
七
日
）
で
口
頭
発
表
を
し
て
い
る
。
史
料
調
査
で
は
、
国
史
館
・
立

法
院
国
会
図
書
館
閲
覧
室
（
台
北
）、
お
よ
び
中
国
第
二
歴
史
檔
案
館
（
南
京
）
に
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
中
国
国
内
各
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
に

際
し
て
は
、
現
地
で
偶
然
出
会
っ
た
地
元
諸
氏
か
ら
、
多
大
な
援
助
を
賜
っ
た
。
以
上
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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